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～入賞おめでとうございます～～入賞おめでとうございます～
平成30年度　福岡県ＪＡ夏休み作品　「図画・書写」コンクール入賞

　ＪＡグループ福岡（中央会・信連・農協）主催による平成30年度福岡県ＪＡ夏休み作品「図画・書写」コン
クールに県下496校から図画5,859点、1,064校から書写140,205点の応募がありました。
　当ＪＡ管内の小・中学校から図画の部で5人、書写の部で5人の方が入賞されましたので紹介いたします。
　このコンクールは、次の世代を担う小・中学生のみなさんに、ごはんを中心とした食生活や稲作、ひいては
食料・農業・農村に対する関心や理解をより一層深めてもらうことを目的に実施しています。

●
中
央
会
会
長
賞 

図
画
の
部

書
写
の
部

宇
美
町
立
原
田
小
学
校

３
年
生
　
永
安
　
小
哲
さ
ん

志免町立志免西小学校
６年生
石原　侑良 さん

新宮町立新宮北小学校
６年生
増木　理心 さん

須恵町立須恵第三小学校
６年生
入江　璃玖十 さん

須恵町立須恵第二小学校
５年生
加藤　大貴 さん

福岡県立福岡特別支援学校
４年生
廣田　琉花 さん

●
優
秀
賞

志免町立志免中央小学校
６年生　伊藤　陽希 さん

●
優
秀
賞

●
佳
作

粕屋町立粕屋中央小学校
３年生　樋口　実亜 さん

粕屋町立仲原小学校
５年生　内山　美妃菜 さん

古賀市立舞の里小学校
４年生　金子　芽衣さん

成
平
／
日
行
発
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年
1
月
17
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JA粕屋
みなさまと Ｊ Ａの 「絆」広報誌

「やっぱりＪＡ粕屋でよかった!!」

かすやぷらす

http://www.ja-kasuya.or. jp/検 索検 索粕屋 りびよ http://www.ja-kasuya.or. jp/検 索検 索粕屋 りびよ
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謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。旧
年
中
は
広
報
誌
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。本
年
も
皆
さ
ま
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
づ
く
り
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
、

ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
を
表
す
漢
字
に
は「
災
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
災
」に
選
ば
れ
た
一
番
の
理
由
と

い
う
の
が
、北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、

大
阪
府
北
部
地
震
、島
根
県
西
部
地

震
、西
日
本
豪
雨
、台
風
21
号
、24
号

の
直
撃
、記
録
的
猛
暑
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。自
然「
災
」害
の
脅
威
を

痛
感
し
た
一
年
で
、「
災
」害
の
経
験
か

ら
全
国
的
に
防「
災
」意
識
が
高
ま

り
、多
く
の
人
が
自
助
共
助
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
年
で
し
た
。そ
の

ほ
か
、仮
想
通
貨
流
出
、ス
ポ
ー
ツ
界

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
、財
務
省
決
裁

文
書
改
ざ
ん
、大
学
不
正
入
試
問
題

な
ど
の
事
件
が
発
覚
し
、多
く
の
人

が
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
人「
災
」や

「
災
」い
と
捉
え
た
よ
う
で
す
。ち
な

み
に
、平
成
30
年
を
表
す
漢
字
の
２

位
は「
平
」、３
位
は「
終
」、４
位
は

「
風
」、５
位
は「
変
」で
し
た
。

　
年
の
瀬
に
は「
平
成
最
後
の
〜
」と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
の
退
位
が
平
成
31
年
４
月

30
日
と
決
ま
り
、皇
太
子
さ
ま
が
翌

５
月
１
日
に
新
天
皇
に
即
位
さ
れ
、

新
元
号
と
な
り
ま
す
が
、「
明
治
」、

「
大
正
」、「
昭
和
」、「
平
成
」の
次
は
ど

の
よ
う
な
元
号
に
な
る
の
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、本
年
が
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、更
な
る
飛
躍
の
年
と
な

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。（
辰
）

組
合
員
資
格
の
ご
確
認
と
異
動
手
続
き
の
お
願
い
に
つ
い
て

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
「
住
所
・
氏
名
等
に
変
更
、
ま
た
は
組
合
員
資
格
に
変
更
」
が
あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
所
に
御
相
談

の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
公
的
書
類
と
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

編
集
後
記

February

2

●優秀賞 ●特別賞 ※視線入力装置を
　使って書きました。

「
お
は
よ
う
！
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

●
県
教
育
委
員
会
賞

「
食
べ
て
午
後
も
が
ん
ば
る
ぞ
！
」



謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
粕
屋

の
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役

職
員
を
代
表
し
ま
し
て
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輸

入
農
畜
産
物
の
増
加
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足

等
に
よ
り
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
な

ど
、
今
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
米
国
を
除
く
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
）
の
発
効
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
の
発
効
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
農
畜
産
物
の
関
税
問

題
、
米
国
と
の
新
た
な
日
米
物
品

貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
な

ど
、
国
際
貿
易
交
渉
の
動
向
等
に

よ
っ
て
は
国
内
農
業
へ
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
14

日
第
42
回
Ｊ
Ａ
福
岡
県
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
３
ヵ
年

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
で
の

取
組
実
績
と
組
合
員
か
ら
の
評

価
、
そ
し
て
今
後
の
更
な
る
取
り

組
み
が
問
わ
れ
る
期
間
と
な
る
た

め
、
平
成
27
年
開
催
の
第
41
回
Ｊ

Ａ
福
岡
県
大
会
の
枠
組
み
を
引
継

ぐ
と
と
も
に
、
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

並
び
に
農
業
生
産
構
造
の
急
速
な

変
化
や
地
域
社
会
・
Ｊ
Ａ
経
営
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
等
を
踏
ま
え
、

基
本
目
標
へ
の
更
な
る
取
り
組
み

を
重
点
実
施
分
野
と
し
て
設
定
致

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
己
改
革
の
“
見
え
る

化
”に
向
け
、
対
話
活
動
を
展
開
す

る
な
ど
自
己
改
革
の
周
知
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

福
岡
の
中
期
方
針
と
し
て
決
議
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
「
福
岡
県
大
会

決
議
事
項
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、

協
同
の
力
で
、
不
断
の
改
革
推
進

に
努
め
、
経
済
情
勢
・
経
営
環
境

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
環
境

変
化
に
適
応
し
た
事
業
・
経
営
戦

略
を
構
築
し
、
迅
速
に
経
営
改
善

を
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
役
職
員
の
自
己

改
革
へ
の
意
識
向
上
と
各
事
業
部

門
の
連
携
強
化
に
向
け
、
昨
年
、

本
所
別
館
に
あ
り
ま
し
た
営
農
経

済
部
を
本
館
へ
移
転
し
ま
し
て
、

営
農
経
済
、
金
融
共
済
、
企
画
総

務
の
一
体
化
を
図
る
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
生
産
拡
大
及
び

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
ま
し
た

機
械
利
用
組
合
、
農
業
生
産
法
人

の
設
立
支
援
や
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
単
独

の
農
業
機
械
、
園
芸
施
設
・
園
芸

機
械
導
入
事
業
の
拡
充
を
は
じ

め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
に
よ
り
ま
す
、

認
定
農
業
者
・
担
い
手
を
中
心
と

し
た
訪
問
活
動
の
強
化
等
の
更
な

る
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ

粕
屋
は
、
本
年
も
役
職
員
一
丸
と

な
り
ま
し
て
、
総
合
事
業
活
動
を

通
じ
、
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う

社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
を
認

識
し
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
粕
屋
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
組
合
員
を
は
じ
め

と
し
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合

員
、
地
域
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
　
元
旦

月のイベント古賀市・糟屋郡

※上記イベントは、諸事情により変更または中止となることもありますので、あらかじめご了承下さいますようお願いいたします。

第50回古賀市親子読書のつどい
10：00～12：00　
リーパスプラザこが交流館多目的ホール
申込不要

  9日（土）
古賀市 https://www.city.koga.fukuoka.jp/

22日（金）桂七福さん人権講演会
開場：18：00　開演：18：30　
そぴあしんぐう大ホール

新宮町 https://www.town.shingu.fukuoka.jp/

  2月上旬～下旬
  1日（金）
  5日（火）～8日（金）

15日（金）
16日（土）
毎月第3土曜日

　　　各地区で農家集会
資産運用部会税務研修会  14：00～  本所
　　　　　資産運用部会税務申告相談会
5日（火）：午前 青柳支所　午後 新宮支所
6日（水）：午前 久原支所　午後 勢門支所
7日（木）：午前 大川支所　午後 仲原支所
8日（金）：午前 宇美支所　午後 須恵支所
年金無料相談会　宇美支所・須恵支所
年金無料相談会　立花支所・古賀支所
　
・ローン相談会開催  9：00～12：00  各支所
・野菜栽培講習会開催  9：00～  本所・各プラザ

ＪＡ粕屋 http://www.ja-kasuya.or.jp/

宇美町 https://www.town.umi.lg.jp/

  3日（日）図書館名画上映会「ブタがいた教室」
開場：14：00　上映：14：10　
うみ・みらい館多目的ホール
鑑賞無料・申込不要　

  2日（土）

  9日（土）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

新春志免町炭鉱かるた大会　9：30～
シーメイトホール
健康づくり地域交流フェスタ　9：00～13：00
志免町民体育館　※要申込
文化講演会　13：00～
志免町民センター視聴覚室　※要申込
子ども会親善レクリエーション
開会8：45  開始9：00
志免町民体育館  子ども会育成会連絡協議会主催
志免町武道大会
志免町民体育館・志免町東地区社会体育館
体育協会主催

志免町 https://www.town.shime.lg.jp/

17日（日）

24日（日）

第34回綱引き大会　9：00～
須恵中学校体育館
後期芸文祭  10：00～  アザレアホール須恵

須恵町 https://www.town.sue.fukuoka.jp/

  2日（土）久山歴史クラブ作品展示会　14：00～
レスポアール久山１階ロビー展示室

久山町 http://www.town.hisayama.fukuoka.jp/

17日（日）劇団風の子中部公演  「なんかよーかい」 
14：00～15：00  クリエイト篠栗２階大会議室
入場無料　要整理券　　

篠栗町 http://www.town.sasaguri.fukuoka.jp/

2
粕屋町 http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/

  1日（金）～8日（金）

  5日（火）～14日（木）

　　　　　生命のメッセージ展　　
　　　　　8：30～17：00
　　　　　粕屋町役場１階町民ホール
　　　　　※土・日・祝日を除く
　　　　　ＳＤＤ全国こども飲酒運転根絶書道展
　　　　　8：30～17：00
　　　　　粕屋町役場１階町民ホール
　　　　　※土・日・祝日を除く

2

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

い
ろ
い
ろ
考
え
過
ぎ
て
し
ま
う
も
よ
う
。鏡
の
前
で
笑
顔
を
作
り
、気
分
を
上
向
か
せ
ま
し
ょ
う
。リ
ラ
ッ
ク
ス
に
は
足
湯
が
ベ
ス
ト
　【
健
康
運
】 

評
判
の
健
康
食
材
を
試
す
好
機
。手
応
え
十
分
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

イ
イ
ダ
コ

魚　座
2/19

3/20

15 2

新しい料理教室でこけら落とし
　ＪＡ粕屋女性部は、完成した新しい本所料理教室で11月22日、こけら落としとして「南部
料理教室」を開きました。
　ＪＡ本所は、今年の５月連休明けに、本所機能の充
実を目的として別館にあった営農経済部を本館に移転
し、その施設の一部を料理教室として改装。22日から
稼働を始めたもの。
　料理教室では、高田満貴子氏を講師に招き、秋の炊
き込みご飯や簡単きのこハンバーグ作りなどを楽しみ
ました。
　参加した須恵支所の御手洗支所部長は「清潔感にあ
ふれ、広々としていて使い易い料理教室が出来た。大
切に使っていきたい」と話していました。 調理指導を行う高田氏（白い割烹着の方）



代
表
理
事
組
合
長

　
　北
﨑

　久
治

代
表
理
事
専
務

　
　
　三
角

　裕
司

常
務
理
事

常
務
理
事

常
勤
監
事

　
　
　
　
　城
戸
太
一
郎

理

　
　事

　
　
　
　
　阿
部

　好
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　世
利

　
　章

　
　
　
　
　
　
　
　
　藤

　
　秀
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
河
内

　豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　森
尾

　俊
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　益
田

　裕
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
松

　正
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　黒
瀬

　富
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　因

　
　政
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　今
泉

　正
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　藤

　
　勝
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　阿
部

　
　斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　落
石

　好
紀  

　
　
　
　
　
　
　
　
　井
上

　文
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
野

　健
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　水
上

　哲
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
里

　
　優

　
　
　
　
　
　
　
　
　阿
部

　澄
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　冨
永
由
美
子

監

　
　事

　
　
　
　
　合
屋

　勝
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　王
丸

　洋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　船
越

　新
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　関

　
　弘
義

常勤監事
城戸太一郎

代表理事専務
三角　裕司

代表理事組合長
北﨑　久治

常務理事
村山　文一

常務理事
大井　利光
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
粕
屋

の
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役

職
員
を
代
表
し
ま
し
て
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輸

入
農
畜
産
物
の
増
加
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足

等
に
よ
り
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
な

ど
、
今
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
米
国
を
除
く
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
）

の
発
効
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と

の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の

発
効
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
農
畜
産
物
の
関
税
問
題
、
米
国

と
の
新
た
な
日
米
物
品
貿
易
協
定

（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
な
ど
、
国
際
貿

易
交
渉
の
動
向
等
に
よ
っ
て
は
国

内
農
業
へ
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
14

日
第
42
回
Ｊ
Ａ
福
岡
県
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
３
ヵ
年

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
で
の

取
組
実
績
と
組
合
員
か
ら
の
評

価
、
そ
し
て
今
後
の
更
な
る
取
り

組
み
が
問
わ
れ
る
期
間
と
な
る
た

め
、
平
成
27
年
開
催
の
第
41
回
Ｊ

Ａ
福
岡
県
大
会
の
枠
組
み
を
引
継

ぐ
と
と
も
に
、
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

並
び
に
農
業
生
産
構
造
の
急
速
な

変
化
や
地
域
社
会
・
Ｊ
Ａ
経
営
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
等
を
踏
ま
え
、

基
本
目
標
へ
の
更
な
る
取
り
組
み

を
重
点
実
施
分
野
と
し
て
設
定
致

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
己
改
革
の“

見
え
る

化”

に
向
け
、
対
話
活
動
を
展
開

す
る
な
ど
自
己
改
革
の
周
知
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
福
岡
の
中
期
方
針
と
し
て
決
議

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
「
福
岡
県
大
会

決
議
事
項
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、

協
同
の
力
で
、
不
断
の
改
革
推
進

に
努
め
、
経
済
情
勢
・
経
営
環
境

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
環
境

変
化
に
適
応
し
た
事
業
・
経
営
戦

略
を
構
築
し
、
迅
速
に
経
営
改
善

を
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
役
職
員
の
自
己

改
革
へ
の
意
識
向
上
と
各
事
業
部

門
の
連
携
強
化
に
向
け
、
昨
年
、

本
所
別
館
に
あ
り
ま
し
た
営
農
経

済
部
を
本
館
へ
移
転
し
ま
し
て
、

営
農
経
済
、
金
融
共
済
、
企
画
総

務
の
一
体
化
を
図
る
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
生
産
拡
大
及
び

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
ま
し
た

機
械
利
用
組
合
、
農
業
生
産
法
人

の
設
立
支
援
や
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
単
独

の
農
業
機
械
、
園
芸
施
設
・
園
芸

機
械
導
入
事
業
の
拡
充
を
は
じ

め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
に
よ
り
ま
す
、

認
定
農
業
者
・
担
い
手
を
中
心
と

し
た
訪
問
活
動
の
強
化
等
の
更
な

る
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ

粕
屋
は
、
本
年
も
役
職
員
一
丸
と

な
り
ま
し
て
、
総
合
事
業
活
動
を

通
じ
、
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う

社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
を
認

識
し
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
粕
屋
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
組
合
員
を
は
じ
め

と
し
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合

員
、
地
域
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
　
元
旦

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

●
１

は
え
答
の
号
月

10

に
方
の
名

31
年
１
月
末
日

①②③⑤⑥⑧⑫⑭⑯⑰⑲

雪
を
積
み
上
げ
、中
を
掘
っ
て
作
る
雪
室

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
と
き
囲
み
ま
す

劇
場
の
舞
台
や
花
道
の
地
下
に
あ
り
ま
す

1
日
に
1
枚
ず
つ
剥
が
す
カ
レ
ン
ダ
ー

起
立
！
　

ー
！
　
着
席
！

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、彼
氏
や
夫
へ
で
は
な
く
知
人
や

上
司
へ
、感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
り
ま
す

足
利
尊
氏
が
開
い
た

ー
幕
府

片
時
も
そ
ば
を
離
れ
ま
せ
ん

漢
字
で
書
く
と
浮
塵
子
。稲
の
害
虫
で
す

地
面
に
つ
ち
な
ど
で
打
ち
込
み
ま
す

カ
ク
テ
ル
の
ベ
ー
ス
に
使
う
蒸
留
酒
の
一
つ

コ
マ
マ
ワ
シ

ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ

①④⑦⑨⑩⑪⑬⑮⑰⑱⑳

佐
々
木
小
次
郎
は
と
て
も
長
い
物
を
使
っ
て
い
た
と
か

う
わ
さ
が
広
が
る
際
に
つ
く
こ
と
も

鉄
道
の
レ
ー
ル
の
下
に
並
べ
ま
す

人
数
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を
カ
チ
ッ
と
押
す
こ
と

子
羊
の
肉
の
こ
と

3
.
1
4
1
5
9
…
…
と
続
く
円
周
│
│

道
端
の
こ
と
。
ー
駐
車

寝
不
足
で
目
の
下
に
で
き
る
人
も
い
ま
す

小
説
家
・
尾
崎
紅
葉
の
代
表
作『

ー
夜
叉
』

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
に
よ
く
似
合
う
赤
い
果
実

マ
ン
シ
ョ
ン
の

ー
人
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

出
掛
け
た

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

幸
運
期
。未
体
験
ジ
ャ
ン
ル
に
飛
び
込
む
と
、グ
ン
と
視
野
を
広
げ
ら
れ
ま
す
。注
目
度
が
増
す
の
で
、自
己
ア
ピ
ー
ル
も
大
成
功
　【
健
康
運
】 

行
動
的
に
な
れ
そ
う
。体
調
に
良
い
影
響
あ
り
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

ユ
リ
根14

水瓶座
1/20

2/18

3

2

かすや葬祭は、どなた様でもご利用できます。
※篠栗町天空会館のご利用もできます。

株式会社かすやでは、万一に備え事前相談「生前お見積り」
をお薦めしております。お気軽にご相談下さい。

株式会社 かすや葬祭部 ☎ 938－2868
フリーダイヤル  　  0120－ 7987 10
ホームページアドレス  http://www.kasuya-co.jp
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小　　嘉信

坂本　隆次

瀧本　　明

青栁　良治

久芳　敬三

今林　和子

松井ハルヱ

久保田勝義

今任　好子
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様

様
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様
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様

　 住　所　 　　　　喪　主　　　　　　故　人

ある日、人は帰る。
株式会社かすや葬祭部

慎んでお悔やみ申し上げます。
平成30年12月1日～12月31日



お花やお庭のことはおまかせ下さい！
　新宮町でお花屋さんを経営されている中野正良さん
です。
　「マイフラワー」は、新宮町湊坂の住宅が開発され始
めた平成９年５月にオープンされました。小高い丘の上
にある、黄色い看板が目印のかわいい外観のお店です。
　「マイフラワー」では、お花の販売のほかに、大木の伐
採、庭木の剪定、消毒からエクステリアの事までお庭に
関することなら、何でも相談できるお花屋さんです。
　中野さんの実家は、花卉農家だったこともあり、農業
高校に進学されるなど、植物には子どもの頃から親し
んでこられたそうです。
　「地域の皆さまに愛されて22年、これからも、もっと
お客様にご利用して頂けるように頑張っていきたいと
思います。お花やお庭の事は『マイフラワー』にお任せ下
さい」と中野さん。
　中野さんを含め、明るく経験と知識豊富なスタッフ
が、色んな相談に応じてくれます。
　お近くにお越しの際は、是非、お立ち寄り下さい。　

　須恵町でタクシー会社を経営されている左から、今
泉太さん、先代の今泉敏英さんと乗務員の森山勇司さ
んです。
　「有限会社　今泉交通」は、須恵町にタクシー会社がな
かった頃、先々代の（故）今泉金重さん夫婦が昭和36年
６月に創業されたそうです。現社長の太さんは３代目を
継がれて２年目になるとの事です。
　須恵町植木と粕屋町長者原に営業所があり、粕屋郡
及びその近郊をエリアに休まず営業されています。
　「地域密着型のタクシー会社です。地元のお客様の足
としてご利用いただいています。『テクニックよりマナー
で安全運転！』がモットーです」と太さん。
　将来は、セダン型のタクシーからユニバーサルデザイ
ン（障害の有無や能力差などを問わずに利用できるこ
とを目指した製品などの設計）型のタクシーに移行し
て、体が不自由な方でも安心してタクシーを利用出来る
ようしていきたいとのことです。
　タクシーのご用命はぜひ、今泉交通へお願いします。

地域に愛されて58年！
地域密着型のタクシー会社です。

◎営業時間　10：00～17：30　
　定 休 日　お盆・お正月
　※都合により、店休や早めの閉店をすることがありますので、ご了承下さい。
　駐 車 場　有

☎９３５－００４７
須恵町植木６０７－８

☎９６２－３２２９
新宮町下府１２３８－１

（12月末現在）

わたしたちの

貯　　　　金　　

貸 　 出 　 金　　　　　

共 済 保 有 高　　　

購買品供給高　

販売品販売高　　

出 　 資 　 金　　　

組 合 員 数　正　　

　　　　　　　准　　　　

　　　　　　　計　　　　

職 　 員 　 数　　　　　　　　　

　　　　　 （うち正職員　　228人）

1,928.3億円

　　757.6億円

5,774.5億円

8.8億円

10.5億円

　38.0億円

　4,912人

　14,493人

19,405人

297人

◎付議事項
第１号議案
　平成30年度上半期末監事監査「改善を要する事項」に対する
　処理てん末書について
第２号議案
　組織規程の一部改正について
第３号議案
　ＪＡ粕屋 中期３ヵ年計画書について
第4号議案
　組合員の除外申請について
第５号議案
　販売事業規程の全部改正について
第６号議案
　平成31年度 ＪＡ粕屋ライス戦略について　

10件　　以上の件審議されました。
◎報告事項

第９回　理 事 会 平成30年12月26日

理 事 会 か ら

有限会社 今泉交通 マイフラワー

【特集】

青色申 告青色申 告
農業従事者のための

収入保険制度が平成31年1月からスタート
農水省は農業経営の新たな安全網として、平成31年1月からスタートします。
収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自然災害による収量減少だけでなく、価格低下なども含めた収入減少を補てんす
る仕組みです。

　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、平成31年３月15日までに最寄りの税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必
要があります。この申請を行えば、平成31年分の所得から、青色申告を行うことができます。

加入
・
支払
時期

【加入申請】
　原則として、収入算定期間（1～12月）の開始前までに、加入申請を行い保険料・積立金を納付。
【補てん金の支払い】
　収入算定期間終了後の税申告後に補てん金を支払い。（翌年３～６月）

対象
収入

　自ら生産した農産物の販売収入全体を対象。（所得ではない）
　加工品は販売収入に含めない。（但し、精米・梅干し等は含める。又、自ら生産した農産物を加工する場合
は、加工用原料として販売代金に含める）

対象
要因

　自然災害に加え価格低下など農業者の経営努力では避けられない収入減少を補償の対象。（但し、作り捨て
や意図的な安売り等は対象外）

補償
内容

【基準収入】
　農業者毎の過去５年間の平均収入とすることを基本とする。
【補償限度額及び支払率】
　当年収入が基準収入の９割水準を下回った場合に補てん金を支払い。（５年以上青色申告実績がある場合の保障
　限度額）
　補償限度額を下回った額の９割の補てん金を支払い。
【補てん方式】
　「掛け捨ての保険方式」と「積立方式」の組合せを基本とする。積立方式は選択可能。
【保険料・積立金】
　保険料・積立金は、経営全体共通で設定。
　保険料は危険段階別に設定。保険料は50％・積立金は75％を国庫補助。

対象
者等

【対象者】
青色申告を行っている農業者（個人・法人）が対象です。
※5年以上の青色申告実績がある農業者が基本ですが、青色申告（簡易な方式を含む）の実績が加入申請時に1
年分あれば加入できます。
【収入の把握方法】
農業者が自己申告により、農産物の販売金額等を記載した加入申請書等とともに、青色申告等の税務関係書類
を提出。

収入保険制度が平成31年からはじまります。対象者は、青色申告を行っている農業者です。

Ｊ
Ａ
粕
屋
で
は
青
色
申
告
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
!!

●
青
色
申
告
会
と
は
？

　
所
得
税
は
、納
税
者
の
方
が
ご
自
身
で
自

ら
の
所
得
を
計
算
し
、申
告
と
納
税
を
す
る

と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、納
税
者
の
方
が
ご
自
身
で
正

確
に
所
得
を
計
算
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
は
、毎
日
の
取
引
を
正
し
く
記

帳
し
、そ
の
記
帳
に
基
づ
い
て
正
し
い
申
告

を
す
る
人
に
税
金
の
面
で
特
別
に
有
利
な
取

扱
い
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

●
誰
で
も
利
用
で
き
る
も
の
で
す
か
？

　
事
業
所
得
者
及
び
不
動
産
所
得
者
が
利
用

で
き
ま
す
。

　
事
業
所
得
者

　
　
小
売
業
、卸
売
業
、製
造
業
、加
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、建
設
業
、農
業
、漁
業
、医
療

保
険
業
な
ど
の
事
業
に
よ
る
所
得
が
あ
る

人
　
※
青
色
申
告
会
で
は
農
業
所
得
が
あ
る
方

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
不
動
産
所
得
者

　
　
家
屋
、土
地
、ア
パ
ー
ト
、店
舗
、駐
車
場

な
ど
の
賃
貸
に
よ
る
所
得
が
あ
る
人

　
※
た
だ
し
、不
動
産
の
み
の
方
は
当
Ｊ
Ａ
青

色
申
告
会
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

●
青
色
申
告
を
す
る
に
は
？

○
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書

○
青
色
事
業
専
従
者
給
与
に
関
す
る
届
出

書
・
変
更
届
出
書

○
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
の
承
認
に

関
す
る
申
請
書
兼
納
期
の
特
例
適
用
者

に
係
る
納
期
限
の
特
例
に
関
す
る
届
出

書

　
　
　
　
　
　
　
←

　必
要
事
項
を
記
入
し
て
税
務
署
へ
提
出

青
色
申
告
会
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

加入条件や補償内容など詳しいことは、
最寄りの農業共済（NOSAI）に
お問い合わせください。

NOSAI福岡　筑前福岡支所
092-624-2211
syunyu_fukuoka@nosai-fukuoka.or.jp

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

地
道
な
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
も
き
っ
ち
り
こ
な
せ
る
月
。持
ち
前
の
忍
耐
力
を
発
揮
で
き
そ
う
。気
分
転
換
に
は
静
か
な
音
楽
を
　【
健
康
運
】 

徐
々
に
回
復
。ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
向
く
は
ず
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

シ
ラ
ウ
オ

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
行
動
が
ス
パ
イ
ス
に
な
っ
て
、日
々
の
生
活
が
活
気
づ
く
予
感
。新
し
い
趣
味
を
持
つ
の
も
良
い
刺
激
に
　【
健
康
運
】 

小
さ
な
け
が
に
気
を
付
け
て
。慎
重
さ
が
大
事
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

ワ
ラ
ビ13

山羊座
12/22

1 /19

共共 4頼頼

牡羊座
3 /21

4 /19
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青
色
申
告
の
特
典
を
知
ろ
う

代
表
的
な
三
つ
の
特
典
と
は
？

　
青
色
申
告
を
す
る
に
は
、ま
ず
始
め
に
青

色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま

で（
新
規
開
業
の
場
合
、開
業
後
２
カ
月
以
内
）

に「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
税

務
署
に
提
出
し
ま
す
。そ
し
て
帳
簿
を
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
青
色
申
告
に
は
、課
税
が
軽
減
さ
れ
る
い
く

つ
か
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。そ
の
代
表
的

な
項
目
が「
青
色
申
告
特
別
控
除
」「
青
色
事

業
専
従
者
給
与
の
必
要
経
費
算
入
」「
純
損
失

の
繰
越
控
除
」の
三
つ
で
す
。

　
青
色
申
告
を
す
る
と
10
万
円
も
し
く
は
65

万
円
が
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
み
、複
式
簿
記
の
方

法
に
従
っ
て
帳
簿
を
つ
け
、確
定
申
告
期
間
内

に
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書（
青
色
申
告
決

算
書
）を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
提
出
す
れ

ば
、65
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。一
方
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、10
万
円
の
控
除
に
な
り

ま
す
。

 

　
農
業
を
手
伝
っ
て
い
る
配
偶
者
や
息
子
に

給
与
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、そ
の
給
与
は
原

則
と
し
て
必
要
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
が
、青
色

申
告
を
行
っ
て
い
る
場
合
、一
定
の
届
出
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ら
の
人
た
ち
を「
青
色

事
業
専
従
者
※
」と
し
て
支
払
っ
た
給
与
の
金

額
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、そ
の
年
の

３
月
15
日
ま
で（
も
し
く
は
開
業
後
２
カ
月
以

内
）に「
青
色
事
業
専
従
者
給
与
に
関
す
る
届

出
書
」を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ
の
届
出
書
に
記
載
し
た
金
額
以
下
で

労
働
の
対
価
に
見
合
う
金
額
が
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
ま
す
。一
方
、白
色
申
告
の
場
合
、事

業
専
従
者
控
除
と
し
て
最
高
で
配
偶
者
は
年

86
万
円
、配
偶
者
以
外
は
年
50
万
円
を
控
除

で
き
ま
す
。

　
な
お
、青
色
事
業
専

従
者
お
よ
び
白
色
の

事
業
専
従
者
は
、配
偶

者
控
除
、ま
た
は
扶
養

控
除
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
※
青
色
事
業
専
従
者
と
は
…

1
、青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
、そ
の
親
族

2
、そ
の
年
の
12
月
31
日
で
年
齢
が
15
歳

以
上 

3
、そ
の
年
を
通
じ
、原
則
と
し
て
6
カ

月
を
超
え
る
期
間
、も
っ
ぱ
ら
農
業

に
従
事
し
て
い
る

ー
と
い
う
三
つ

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
を
指

す
）

1

「
青
色
申
告
特
別
控
除
」

　
最
高
65
万
円
の
控
除
が
可
能

2

「
青
色
事
業
専
従
者
給
与

  

の
必
要
経
費
算
入
」

　
家
族
へ
の
給
料
を
必
要
経
費
扱
い
に

3

「
純
損
失
の
繰
越
控
除
」

　
赤
字
の
3
年
間
繰
り
越
し

　
そ
の
年
に
農
業
所
得
が
赤
字
に
な
っ
た
場

合
は
、そ
の
赤
字
を
ほ
か
の
所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、引
き
切
れ
な

か
っ
た
赤
字（
純
損
失
）は
３
年
間
繰
り
越
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。例
え
ば
農
業
所
得
だ
け
の

人
が
今
年
50
万
円
の
赤
字
に
な
っ
た
場
合
、そ

の
赤
字
50
万
円
を
翌
年
に
繰
り
越
し
ま
す
。翌

年
黒
字
が
20
万
円
生
じ
た
と
す
る
と
、そ
こ
か

ら
繰
り
越
さ
れ
た
赤
字
を
差
し
引
き
、所
得

は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、そ
の
次
の
年

に
30
万
円
の
赤
字
を
繰
り
越
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。純
損
失
の
繰
越
控
除
は
天
候
な
ど
の
影

響
で
農
作
物
の
収
穫
が
極
端
に
減
っ
て
、赤
字

に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
適
用
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

☆
Ｊ
Ａ
粕
屋
青
色
申
告
会
で
は

　
　
会
員
の
確
定
申
告
の
た
め
の
記
帳
代

行
や
、顧
問
税
理
士
に
よ
る
個
人
税
務

相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
方
の
取
引
に
つ
い
て
は
・・・

○
当
Ｊ
Ａ
利
用
の
肥
料
・
農
薬
・
資
材
・

油
類
等
購
買
品
の
購
入
、青
果
物
・

米
・
麦
等
生
産
物
の
販
売
に
つ
い
て

は
自
動
的
に
仕
訳
記
帳
さ
れ
、営
農

口
座（
登
録
さ
れ
た
口
座
）取
引
に
つ

い
て
も
自
動
的
に
記
帳
さ
れ
ま
す
。

○
申
告
書
を
作
成
し
、税
理
士
の
確
認

を
得
て
、Ｊ
Ａ
で
ま
と
め
て
税
務
署

へ
提
出
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、複

式
簿
記
に
よ
る
必
要
帳
簿
を
記
帳
作

成
し
、申
告
を
行
い
ま
す
。

●
青
色
申
告
会
に
入
会
す
る
と
？

○
事
業
内
容
の
診
断
に
大
き
く
役
立

ち
、経
営
の
改
善
や
合
理
化
な
ど
に

繋
が
り
ま
す
。

○
記
帳
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、税
理

士
に
よ
る
無
料
指
導
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
す
。

○
現
金
出
納
帳
の
記
帳

○
貯
金
取
引
内
容
の
確
認（
Ｊ
Ａ
で
登

録
さ
れ
た
口
座
取
引
が
自
動
的
に

記
帳
さ
れ
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
←

毎
月
25
日
ま
で
に
資
料
を
提
出
し
て

頂
き
、直
売
所
の
売
上
や
経
費
等
を
追

加
記
帳
し
ま
す
。

○
専
従
者
給
与
の
申
告
を
さ
れ
た
方
は

源
泉
徴
収
税
納
付
の
準
備
や
年
末
調

整
事
務
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○
３
月
15
日
に
所
得
税
、３
月
末
に
消

費
税
の
申
告
を
し
ま
す
。

青
色
申
告
会
費

　
入
会
金
　
5
、0
0
0
円

　
年
会
費
　
4
8
、0
0
0
円
〜

　
※
会
費
は
経
費
に
計
上
で
き
ま
す
。

ＪＡ粕屋青色申告会　☎０９２ー９３８ー３８６３　　営農企画課　☎０９２ー９３８ー２５４４

博にわ
か多

「
博
多
に
わ
か
」と
は
博
多
に
伝

わ
る
話
芸
の
伝
統
芸
能
で
す
。

「
博
多
に
わ
か
」の
特
徴
は
に
わ

か
の
面（
半
面
）を
か
ぶ
る
こ
と
。

博
多
弁
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
。オ
チ

は
原
則
と
し
て
同
音
異
義
語
で

落
と
す
こ
と
な
ど
の
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
。言
葉
遊
び
や
風
刺

の
妙
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
つ
ま
づ
き
横
転

「
太
郎
作
爺
さ
ん
な
、足
が
も
つ
れ
た
か
知
ら
ん

ば
っ
て
ん
、転
び
ん
し
ゃ
っ
た
が
、骨
折
や
ら
無
か
っ

た
じ
ゃ
ろ
う
か
」

「
そ
ら
ぁ
、あ
の
人
の
こ
と
じ
ゃ
き
、心
配
な
か
」

「
そ
ら
ぁ
、ま
た
ど
う
し
て
な
」

「
あ
の
人
は
、つ
る
つ
る
の
ハ
ゲ
頭
じ
ゃ
き
、怪
我
な

い（
毛
が
無
い
）」

山
田
の
か
か
し

●
貴
乃
花
親
方
引
退

「
昨
年
な
相
撲
界
も
色
々
あ
っ
て
、貴
乃
花
親
方
も

引
退
し
な
さ
っ
た
が
ク
サ
、経
済
的
に
も
困
窮
し
な

さ
る
か
も
知
れ
ん（
試
練
）バ
イ
」

「
そ
う
た
い
、一
門（
一
文
）無
し
に
な
っ
て
ご
ざ
る
」

薄
　
剛

●
初
夢

「
一
富
士
、二
鷹
、三
茄
子
て
言
う
ば
っ
て
ん
、初
夢
で

月
世
界
旅
行
し
た
夢
ば
見
た
バ
イ
」

「
そ
ら
ぁ
、今
年
は
と
つ
け
む
な
か
、良
か
年
に
な
る

バ
イ
」

「
ほ
ー
、嬉
し
か
ば
っ
て
、そ
ら
ぁ
ま
た
ど
う
し
て
な
」

「
年
頭
か
ら
、月
に
着
い
と
る（
つ
き
に
つ
い
と
る
）」

庵
原
　
味
甘

●
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』終
了

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』が
好
評
の
う

ち
に
終
わ
っ
た
が
、粕
屋
地
区
で
は
次
の
次
は
、地

元
の『
宗
茂
』ば
取
り
上
げ
て
と
、意
気
込
ん
で
ご
ざ

る
バ
イ
」

「
そ
う
な
、そ
れ
な
ら
急
が
な
、ゆ
っ
く
り
腰
ば
お
ろ

し
て
話
し
ち
ゃ
い
か
ん
バ
イ
。立
ち
話（
立
花
氏
）で

広
げ
た
が
良
か
」

尾
塚
　
耕
田

ＪＡ粕屋旅行センター
　航空券やＪＲの切符の手配から、部会や職場などの団体旅行をはじめ、阪急交通社やＪＴ
Ｂなどのパック旅行のご案内、ハネムーンや出張など、旅のあれこれをサポート致します。
　地域の旅行代理店として地域の皆さまに愛されるようこれからも努めてまいります。

皆さまの旅行をサポートします！勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

不
得
意
な
こ
と
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、苦
戦
す
る
か
も
。肩
の
力
を
抜
き
、気
楽
に
構
え
て
。助
言
に
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
と
◎
　【
健
康
運
】 
免
疫
力
を
高
め
る
工
夫
を
。寝
不
足
は
避
け
て
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

キ
ャ
ベ
ツ

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

人
脈
を
広
げ
ら
れ
そ
う
。同
じ
嗜
好（
し
こ
う
）を
持
つ
仲
間
た
ち
と
の
交
流
も
刺
激
大
。集
ま
り
に
は
気
軽
に
顔
を
出
し
て
　【
健
康
運
】 

体
力
増
強
に
力
を
入
れ
る
と
好
調
キ
ー
プ
可
能
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

レ
ン
コ
ン5 信信

牡牛座
4 /20

5 /20
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射手座
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12/21

生生
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　毎年恒例の12月の海鮮付旅行に行ってきました。今年
は長崎への１泊２日の旅行で、世界新三大夜景や平和公
園など異国情緒豊かな雰
囲気を楽しみました。
　たくさんの皆様にご参
加いただきありがとうご
ざいました。
 次に春の企画旅行をご
案内致します。

鮮魚を受け取る参加者 長崎県の「平和祈念像」前で

感動はいつもここから

中国東北航空で行く！

～春休み子どもタウン～

旅行日程 2019年 3 月 9 日(土)～13 日(水) 116,800円(大人お一人様／2名1室利用)旅行代金

旅行日程 2019年 3 月 25 日(月)～27 日(水)
小学生／お一人様

25,000円

中学生／お一人様

27,800円旅行代金

５
日間

３
日間

桂林漓江下り・桂林市内・龍勝棚田・無錫・蘇州

名門大洋フェリーで行く

ユニバーサル・スタジオジャパンⓇへの旅



「
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
す
」

　
今
回
登
場
し
て
く
れ
た
ち

び
っ
子
は
、
新
宮
町
立
立
花

小
学
校
３
年
生
の
阿
部
陽
日

希
く
ん
で
す
。

　
陽
日
希
く
ん
は
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル

に
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
の
時

か
ら
通
っ
て
あ
る
そ
う
で

す
。
習
い
事
の
中
で
も
、
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
泳
い

で
い
る
時
が
１
番
楽
し
い
と

の
事
で
す
。
英
会
話
ス
ク
ー

ル
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
に
英
語
で
質
問
し
た
り
、
さ
れ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
英
語
を
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
小
学
校
の
休
み
時
間
に
は
、
友
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、

と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
将
来
は
、
水
泳
の
選
手
と
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
祖
父
、
両
親
、
妹
の
ひ
な
た
さ
ん
（
７
）
の
５
人
家
族
で
楽
し

く
過
ご
し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
鍛
え
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル
で
英
語
を
学

び
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ

い
。

新
宮
町
立
立
花
小
学
校
　
３
年
生

く
ん

阿
部
　
陽
日
希

ひ
　 

び 

　
き

（９）

写
真
＝
陽
日
希
く
ん
と
妹
の
ひ
な
た
さ
ん

久
原
　
松
原
　
宗
毅

勢
門
　
久
保
田
み
ち
子

大
川
　
八
尋
　
紀
子

篠
栗
　
郡
嶋
　
眞
知
子

志
免
　
西
村
　
榮
子

仲
原
　
案
浦
　
利
子

宇
美
　
関
　
佳
代
子

農
機
具
の
そ
れ
ぞ
れ
に
注
連
綯
ふ
て
お
り

辿
り
来
て
余
生
の
最
中
去
年
今
年

胸
中
は
当
に
博
多
座
寒
肥
す

引
く
弓
の
青
年
凛
凛
し
初
矢
の
儀

健
康
が
何
よ
り
大
事
去
年
今
年

夫
知
ら
ぬ
曾
孫
を
膝
に
日
向
ぼ
こ

伝
来
の
漆
器
は
輪
島
屠
蘇
の
杯

つ
ま

こ   

ぞ   

こ
と
し

こ    

ぞ   

こ
と
し

し  

め

な

粕
屋
町
仲
原

(67)

今
泉
　
勝
子
さ
ん

「
支
所
感
謝
デ
ー
に
参
加
し
て
」

　
毎
年
、
12
月
の
年
金
支
給
日
に
来
所
さ
れ
た
方
に
、

温
か
い
豚
汁
と
か
し
わ
飯
を
食
べ
て
頂
く
と
い
う
催
し

に
女
性
部
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
６
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　
か
し
わ
飯
は
、
粕
屋
産
の
お
米
を
使
い
、
豚
汁
は
、

女
性
部
で
手
作
り
し
た
味
噌
と
農
家
か
ら
頂
い
た
野
菜

で
作
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
員
手
作
り
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
茎
の
粕
漬
、
瓜
漬
等
を
テ
ー
ブ
ル
に
出
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
大
好
評
で
す
。
当
日
来
所
さ
れ
た
方

に
配
っ
て
い
る
餅
は
、
早
朝
か
ら
支
所
の
職
員
や
農
区

長
会
の
方
た
ち
が
杵
で
つ
い
た
も
の
で
す
。
年
々
、
来

所
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
が
、
「
漬
物
の
作
り
方
を
教
え
て
」
、

「
味
噌
は
ど
こ
で
買
え
る
の
」
と
お
尋
ね
に
な
り
ま

す
。
私
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
ひ
と
時
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
も
皆
さ
ん
と
会
え
ま
す
よ
う
に
！
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

ばひ ろ
3日
4日

11日
14日
19日

節分
立春
建国記念日
バレンタインデー
雨水

あぜみち俳句
（粕屋冬野会）

February　如月
月のこよみ2勢

運
の
月

【
全
体
運
】 

気
力
が
低
下
し
や
す
い
。面
倒
な
こ
と
を
先
延
ば
し
し
て
、も
っ
と
運
を
落
と
す
結
果
に
。感
謝
の
心
を
思
い
出
す
と
運
気
好
転
へ
　【
健
康
運
】 

疲
れ
を
た
め
込
み
が
ち
。良
質
な
眠
り
が
必
要
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

不
知
火（
デ
コ
ポ
ン
）

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
回
れ
そ
う
。や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
。講
演
会
に
も
注
目
を
　【
健
康
運
】 

冷
え
対
策
を
万
全
に
。軽
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
吉
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

の
り11

蠍　座
10/24

11 /22

責責 6

双子座
5 /21

6 /21

造造
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１
月
号
で
、「
粕
屋
農
業
ま
つ
り
〜
や
っ
ぱ

り
Ｊ
Ａ
粕
屋
で
良
か
っ
た
！！
〜
」を
拝
見
し
ま

し
た
。色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
、大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。広
報
誌
を
見
て
、大
盛

況
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。大
成
功
で
し
た

ね
。来
年
も
一
層
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

粕
屋
町
戸
原
東
　
Ｔ
・
Ｃ
さ
ん（
90
）男
性

編○
い
つ
も
お
た
よ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。粕
屋
農

協
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
第
34
回
粕
屋
農
業
ま
つ
り
」は
、

大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
、盛
況
の
う
ち
に
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
者
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
、網
戸
の
手
直
し
中
に
、ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
後
ろ
向
き
に
落
ち
、圧
迫
骨
折
で
約
２
ヶ

月
入
院
し
ま
し
た
。高
齢
に
な
る
と
外
出
も
控

え
め
に
な
り
、体
力
、筋
力
が
落
ち
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。も
っ
と
歩
く
機
会
を
増

や
し
、人
と
会
い
、会
話
を
し
て
、脳
機
能
や
嗅

覚
、聴
覚
に
刺
激
を
与
え
て
、転
倒
予
防
に
努

め
た
い
で
す
。

古
賀
市
日
吉
　
Ｈ
・
Ⅰ
さ
ん（
84
）男
性

骨
折
し
て
２
ヶ
月
も
入
院
さ
れ
て
い
た
と
の
事
。

大
変
で
し
た
ね
。体
を
動
か
す
こ
と
と
会
話
を
す
る

こ
と
は
、脳
の
活
性
化
に
良
い
と
聞
き
ま
す
が
、決
し

て
無
理
は
な
さ
ら
ず
に
健
康
に
お
過
し
下
さ
い
。

平
成
最
後
の
年
末
、ひ
孫（
１
歳
）か
ら
ウ
ィ
ル

ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・・・
。風
邪
か
と
思
い
き
や

嘔
吐
下
痢
症
で
隔
離
さ
れ
ま
し
た
。初
め
て
の

体
験
で
し
た
。

粕
屋
町
仲
原
　
Ｔ
・
Ⅰ
さ
ん（
85
）女
性

年
末
に
嘔
吐
下
痢
症
を
う
つ
さ
れ
隔
離
さ
れ
る

と
は
。ひ
孫
さ
ん
も
Ｔ
・
Ⅰ
さ
ん
も
大
丈
夫
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？
ウ
ィ
ル
ス
は
目
に
見
え
な
い
の
で
、あ
る

意
味
怖
い
で
す
よ
ね
。ど
こ
で
、ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

う
つ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
も
ん
ね
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
流
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
し
、う
が
い
、手
洗
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、と
に
か
く
、病
気
に
な
ら
な
い

様
に
ガ
ー
ド
を
固
め
る
し
か
な
い
で
す
ね
。お
大
事

に
。

編○ 編○

ふれあいの里 なのみの里 ひとまるの里

花類

しめ縄

もち

サトイモ

ハクサイ

かつお菜

ハクサイ

大根

ミカン

サトイモ

１

２

３

４

５

直売所売れ筋ランキング ＪＡ粕屋の最新情報はホームページ「粕屋びより」から！

ブロッコリー

大根

かつお菜

ハクサイ

ニンジン

上のＱＲコード
からもアクセス
できます。ぜひ、
チェックしてく
ださい。

『
か
す
や
レ
シ
ピ
』や

『
か
す
や
日
誌
』、『
か

す
や
の
直
売
所
案

内
』な
ど
、い
ろ
ん
な

ペ
ー
ジ
が
あ
る
よ
！

“よい食”を考えよう！
みんなのよい食プロジェクト
www.yoi-shoku.jp
よい食 検索

●ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜産物の提供に
向けたJAの取り組み姿勢をお示しするとともに、食の
あり方や食料自給率の向上をアピールするため、「食は、
日本の未来」をテーマに「みんなのよい食プロジェクト」
を展開しています。

　ＪＡ粕屋は12月４日、５日の両日、北部プラザで農業用廃
棄ビニール、マルチなどのポリ製品、肥料袋、育苗箱など33
㌧を回収し、業者に引き渡しました。ＪＡでは、環境汚染の防
止や自然環境の保護に努めるため毎年回収を行っていま
す。
　受付件数は202件で、廃ビニールを持ち込んだ農家は「環
境問題が取り
沙汰されてい
る中、どこで
も捨てられな
い物なので大
変助かってい
る 」と 話して
います。

農業用廃ビニールなど３３㌧を回収
　ＪＡ粕屋の北﨑久治組合長は５日、「福岡県警察を励ます
会」の法人会員を代表して、警察職員に対する激励のため、
粕屋警察署に赴きました。
　北﨑組合長は、日ごろから昼夜を問わず交番に勤務され
ている警察官や年末年始に警戒活動に従事される警察職
員に対し、激励及び備
蓄用食料を贈呈しま
した。
　北﨑組合長は「年末
年始の多忙の中、粕屋
警察署管内の防犯及
び治安維持に努めて
下さい」と話していま
す。

組合長、警察署に赴き激励！

激励及び目録を渡す北﨑組合長

農家直売！「軽トラ市」開催！
　古賀市の「農家直売！軽トラ市実行委員会」は12月９日（日）、古賀市民グラウ
ンドで、農家直売！「軽トラ市」を開きました。この催しは同市の農業者の思いが
伝わる野菜を農家自身が軽トラックを用いて販売し、同時に調理方法や保存方
法についても消費者に提案することにより、古賀産農産物の販路拡大、古賀市
全域における地産地消の推進や女性農業者・認定農業者・若手農業者の生きが
いづくり、また、生産者と消費者との交流を図ることが目的。
　北部プラザの魚谷所長は「このようなイベントにより、古賀産の農産物を消
費者に知ってもらい、地産地消につなげていきたい」と話しています。

軽トラ市で農産物を販売する生産者とＪＡ職員

続々と廃ビニールを持ち込む生産者

JA TOPICS ～ JAと地域の話題～

　ＪＡ粕屋普通作部会「元気つくし研究会」は12月10日、高温
耐暑性品種「元気つくし」の生産検討会を開きました。元気つ
くしの長所を活かし、欠点を補う栽培方法の検討が目的。会員
代表とＪＡ全農ふくれん、普及指導センター、ＪＡ職員ら41人
が参加しました。
　検討会では、平成30年産米の食味会が行われ、４品種の新
米の食味の確認をしたほか、ＪＡ全農ふくれん米穀課の河内氏
が福岡県産米の販売について説明。また、北筑前普及指導セ
ンターの荒井氏が平成
30年産元気つくしの課
題と対策について説明
を行いました。
　かすやそだち課の野
村係長は「元気つくしの
作付面積が増加してき
ているが、今後も収量・
品質の維持向上が課題
だ」と話しています。

「元気つくし研究会」生産検討会開く！ カリフラワーをテレビ西日本「ももち浜ストア」で生中継
　ＪＡ粕屋管内の粕屋町にある箱田晋亮さんのほ場で12
月11日、ＴＮＣテレビ西日本「ももち浜ストア」の生中継が
行われ、今が旬のカリフラワーの魅力をＰＲしました。
　生中継では、「ももち浜ストア」の浜﨑日香里さん・あべ
てつあきさんがレポーターとして生産者の箱田さんから

「ブロッコリー、カリフラワー、カラフルなカラーカリフラ
ワー、カリブロ（ロマネスコ）」を紹介してもらい、おいし
い食べ方などを提案。
　番組では、収
穫の仕方やカリ
フ ラ ワ ー ラ イ
ス、ポタージュ
スープ、チキン
のグリルなど栄
養 豊 富 で 彩 り
や 食 感 も 楽し
める 料 理 を 紹
介しました。

カラフルなカラーカリフラワーを紹介する
左から箱田さん、浜﨑さん、あべさん

　ＪＡ粕屋は12月14日、年金支給日に合わせて各支所でふれあい感謝デーの催しを行いました。2018年度の支所行動計
画の一環として企画したもので、日頃のご愛顧への感謝と各組織との連携強化、地元農産物販売など金融店舗を拠点とし
た協同活動を通し、地域密着型の金融機関としてＪＡらしさをＰＲ。「ＪＡファンづくり」を目的としています。
　須恵支所では、支所運営委員・年金友の会・女性部の協力により、店舗駐車場や店舗内フ
ロアーで、餅つきの実演販売やぜんざいを振る舞ったり、年金受給者を対象にしたくじ引き
なども行い、大勢の来店客で賑わいました。また、須恵町役場住民課の職員が「マイナンバー
カード」の普及推進活動として「マイナンバーカードを作りましょう」と店内で呼びかけてい
ました。
　同支所の百田茂徳支所長は「感謝デーも今年で７回目となり、地域に浸透してきている。
今後も地域に密着した活動を続けていきたい」と話しています。
　沢山のご来場ありがとうございました。

組織一体でＪＡファンづくり　支所感謝デー開催！

須恵支所

仲原支所 勢門支所 篠栗支所 宇美支所

　
今
月
の
表
紙
の
人
は
、久
山

町
久
原
に
お
住
ま
い
で
、御

年
一
〇
〇
歳
の
安
川
マ
ス
ヱ

さ
ん
で
す
。

　
マ
ス
ヱ
さ
ん
は
、大
正
７
年

３
月
生
ま
れ
で
、久
山
町
の
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
週
に
１
回
、デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
あ
り

ま
す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
な
い

日
は
、お
家
の
周
囲
や
家
の
中

の
掃
除
、近
所
の
散
策
を
楽
し
ん
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。食
事
も
き
ち
ん
と
摂
ら
れ
て

あ
り
、耳
は
遠
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、新
聞
は
毎
日
、隅
か
ら
隅
ま
で
目
を
通
さ
れ
て

あ
り
ま
す
。

　
健
康
の
秘
訣
は「
気
ま
ま
な
生
活
」を
送
る
事
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
、マ
ス
ヱ
さ
ん
の
長
男
の
篤
さ
ん
、勝
枝
さ
ん
夫
婦
、お
孫
さ
ん
夫
婦
、ひ
孫
で
大

学
３
年
生
の
長
男
と
高
校
３
年
生
の
長
女
の
７
人
家
族
で
賑
や
か
に
過
ご
し
て
あ
り
ま

す
。ち
な
み
に
、お
孫
さ
ん
は
５
人
、ひ
孫
は
13
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、お
身
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

「
初
め
て
支
部
長
に
な
っ
て
」

　
私
た
ち
の
支
部
は
、現
在
部
員
が
10
名
で
、80
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で
年
齢
の

幅
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、毎
月
の
集
ま
り
に
は
ま
と
ま
り
が
あ
り
、笑
い
が
絶
え

ず
話
し
過
ぎ
て
帰
り
が
遅
く
な
る
ほ
ど
で
す
。

　
支
部
活
動
で
は
、６
月
に
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
作
り
を
行

い
、み
ん
な
で
協
力
し
て
手
際
よ
く
短
時
間
で
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。10
月
の
み

そ
作
り
は
、ち
ょ
う
ど
学
校
の
授
業
参
観
と
重
な
り
、３
日
後
の
午
後
の
作
業
に
若

い
部
員
が
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、残
っ
た
部
員
で
助
け
あ
っ
て
行
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

　
私
が
、会
合
等
が
あ
る
時
に
孫
た
ち
を
連
れ
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、み
ん
な
面
倒
を
見
て
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
の
で
、本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、近
所
や
地
域
の
会
合
な
ど
の
炊
き
出
し
で
、女
性
の
縦
の
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
し
た
が
、地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
昨
今
、女
性
部
活
動

は
、先
輩
方
か
ら
色
々
な
事
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、女
性
部
の
活
動
を
通
し
て
、先
輩
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た「
作

る
こ
と
」の
喜
び
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南里　照代 さん （62）

宇美支所　井野赤井手支部長
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平成30年産米の
食味会で試食する会員ら

お客様が利用しやすい店舗に！窓口美化コンクール実施
　ＪＡ粕屋は12月５日～６日の２日間、親しみやすく利用しやすい店舗づくりを目的に窓口美化コンクールを実施しました。
　ＪＡ福岡信連、ＪＡ粕屋本所貯金課、ＣＳサポーターの計８人が審査員として14支所を巡回。店舗内外の清掃状況やポス
ターの掲示・ディスプレーによる商品ＰＲ、身だしな
み、接遇応対、顧客管理など25項目にわたって審査を
行いました。
　本所貯金課の南里課長は「ＪＡ粕屋ではＣＳ（顧客満
足度向上）活動を展開しており、これからも組合員、地
域の皆さまに安心してご利用頂ける店舗づくりにつ
なげていきたい」と話しています。
　審査結果は次のとおり。

　１位 須恵支所　２位 立花支所　３位 勢門支所 審査項目をチェックする審査員 表彰を受ける須恵支所の近藤担当
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前列左から代表の稲永さんと組合員の皆さん

　
今
年
で
11
年
目
を
迎
え
る

志
免
町
の「
南
里
農
業
機
械
共

同
利
用
組
合
」を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　「
南
里
農
業
機
械
共
同
利
用

組
合
」は
、志
免
町
や
南
里
農

区
の
補
助
金
と
会
員
の
自
己
資

金
を
発
足
資
金
と
し
て
、平
成

20
年
９
月
に
設
立
。現
在
、稲

永
政
光
さ
ん
を
代
表
と
す
る
９

人
の
組
合
員
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
南
里
地
区
は
、都
市
化
が
進

み
比
較
的
小
規
模
な
経
営
面

積
で
の
営
農
が
中
心
で
、地
域

内
の
農
家
の
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
に
よ
り
、今
後
の
水
田
経

営
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ

た
た
め
、農
業
生
産
に
使
用
す

る
農
業
機
械
の
共
同
利
用
や

農
作
業
の
委
託
を
受
け
る
事

に
よ
り
、生
産
コ
ス
ト
の
削
減

と
農
作
業
の
合
理
化
を
図
り
、

中
核
農
家
の
育
成
や
農
業
構

造
の
改
善
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　「
都
市
化
が
進
む
中
、地
域

の
農
地
を
守
り
、組
合
員
の
利

益
を
確
保
し
、目
的
達
成
の
た

め
に
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
、収

益
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

現
在
、ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
作
付
し
て
あ
り
、組
合

員
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、

収
益
確
保
、農
地
保
全
に
取
り

組
ん
で
あ
り
ま
す
。

■ かすやそだち課　☎９３８－３８６１
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ピーマン・パプリカの豆知識１１１

ピーマン・パプリカの栽培方法２２２

野菜栽培講習会開催について３３３

１．特徴
緑色のピーマンは多少の苦味もありますが、赤や黄色に完熟して甘味がでるカラーピーマン、肉厚なパプリ
カも人気です。
上手に育てれば、夏から秋にかけて1株40～50個くらい採る事ができます。また肥料を切らさないように
定期的な追肥が大切です。
☆栽培のポイント
・過湿にも乾燥にも弱いため、高畝で水はけをよくして定期的に追肥を施しながら育てる。

２．カラーピーマンとパプリカの違い
ピーマンもパプリカも、どちらもトウガラシの甘味種です。ピーマンは緑色ですが、これは未成熟のものを収穫しているためです。ピー
マンは完熟すると赤色や黄色、オレンジなどに色付き、その完熟果がカラーピーマンです。パプリカはカラーピーマンの中で大型で肉
厚な品種のものを指します。

１．土づくり…過湿にも乾燥にも弱いため、高畝にして水はけをよくしてやります。また、ピーマン・パプリカは肥料好きなので充分な元
肥と堆肥を入れて耕します。株間60㎝、高畝60㎝ほどの広さを確保し、高さ20㎝～30㎝の畝を立てておきます。ＰＨは
６．０～６．５が目安です。

　　◇肥料…茎葉を伸ばしながら次々と実をつけていくので、栽培期間を通じて肥料切れを起こさせないように、定期的に追肥しま
す。

２．植え付け…本場６～７枚出た頃が定植期です。ピーマンもパプリカも高温を好
むため、晴天の午前中の定植して活着を促進させます。苗のポットを
外し、根を崩さずに浅めに植え付けます。株間60㎝ほど。茎が弱くて
風で折れやすいので、定植と同時に仮支柱を立てて支えておきます。
定植前にポットごと水につけて吸水させておくか、定植後たっぷり
と水をやります。

３．支柱立て・マルチング
主茎が伸びたら垂直に立てた支柱に誘引します。株ごとに高さ90㎝の支柱を立てて主茎を紐で固定し、さ
らに支柱を横に渡して補強しておきます。また、株元に稲わらなどを敷いてマルチングしておきます。乾燥
を防ぎ、夏場の雑草対策にもなります。

４．整枝・摘芯
一番花のすぐ下で分かれる二本の側枝を伸ばし、その下のわき芽を全て摘み取って三本仕立てにしま
す。その後も、茎がＶ字型に二つに分かれて、その茎がまた二つに分かれて、どんどん茎を増やしてい
きます。果実はその分岐点に付きます。
放っておくと過繁茂になり、風通しが悪く病害虫の被害を受けやすくなります。また実がつきすぎて樹
が弱ってきます。
そのため、葉が茂りすぎると枝を間引いたり、収穫の時に内側に向かって伸びる茎を摘芯して花の数
を減らしてやります。

５．収穫
ピーマンは開花から15日～20日、パプリカは40～50日で収穫適期です。収穫の際、枝が弱くて折れやすいの
でハサミで切って収穫します。また、収穫の度に内側のわき芽は摘み取っておきます。
カラーピーマン、パプリカは、ピーマン同様に最初は緑色の実をつけます。そこからさらに置いておくことで実
が熟して色がつき始め、完熟して赤・黄オレンジになってから収穫します。尚、ピーマンもパプリカも、採り遅れ
ると果皮のツヤがなくなり、シワが寄ってしまうので、光沢とハリのあるうちに収穫しましょう。

・開催日時　　　平成31年2月16日（土）　　午前９時～
・開催場所　　　●北部地区…北部プラザ　●中部地区…本所営農経済部会議室　●南部地区…南部プラザ
・内　　容　　　春夏野菜の栽培について
毎月、第３土曜日に野菜の栽培説明、及び相談会を開催致します。初めての方も気軽にご参加下さい。

☆POINT　植え付けの一カ月後から二週間に一度のペースで追肥します。また、乾燥が続くと奇形果やカルシウム不足による尻腐れ果ができるため、
　　　　　 少雨の夏はしっかりと水やりをします。（過湿にも弱いので、水やりは乾燥した時だけ！）

☆POINT　一番花は、株を大きくするために摘み取ります。摘み取らないと栄養分が実に転流する生殖成長が進み、株全体への栄養の
 　　　　　配分が少なくなるため（栄養成長ができなくなる）、株がうまく育たなくなります。

パプリカなど、品種によっては枝が横に広がり強風や実の重さで株が倒れたりすることがあります。
その場合は、畝のまわりに支柱を立て紐で囲い、側枝を紐で支えるようにしてやります。

1月

育苗 種まき 植えつけ 収穫ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

伸ばす
伸ばす

１番花

わき芽は全て
摘み取る

稲永　政光 んさ

「南里農業機械共同利用組合」

代表 と組合員の皆さん（75）介
紹
者
産
生

農家手持不要農薬処理申込みについて

１．回  収  日  時　 平成 31 年２月７日（木）

　　　　　　　　 　13 時～ 16 時

２．回  収  場  所　 南部・中部・北部の各プラザ

３．農家手持不要農薬処理申込み　　

　　提出期限　平成 31 年１月 31 日（木）

　　※申込書は各プラザ・各支所に準備しており
　　　ますので、よろしくお願いします。

４．申込書提出先　 各プラザ及び各支所へ

　　回収費用　例）　一  般  粉  剤　 108 円／㎏

　　　　　　　　　  一  般  液  剤　 324 円／㎏

　　　　　　　　　  不明粉・液剤　 432 円／㎏

不要農薬回収日程

お問い合わせは各プラザへ

南部プラザ　☎９３５－２１２０

中部プラザ　☎９３８－４８４７

北部プラザ　☎９４３－３０３１ お問い合わせは、JA粕屋各支所へ
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ピーマン・パプリカの豆知識１１１

ピーマン・パプリカの栽培方法２２２

野菜栽培講習会開催について３３３

１．特徴
緑色のピーマンは多少の苦味もありますが、赤や黄色に完熟して甘味がでるカラーピーマン、肉厚なパプリ
カも人気です。
上手に育てれば、夏から秋にかけて1株40～50個くらい採る事ができます。また肥料を切らさないように
定期的な追肥が大切です。
☆栽培のポイント
・過湿にも乾燥にも弱いため、高畝で水はけをよくして定期的に追肥を施しながら育てる。

２．カラーピーマンとパプリカの違い
ピーマンもパプリカも、どちらもトウガラシの甘味種です。ピーマンは緑色ですが、これは未成熟のものを収穫しているためです。ピー
マンは完熟すると赤色や黄色、オレンジなどに色付き、その完熟果がカラーピーマンです。パプリカはカラーピーマンの中で大型で肉
厚な品種のものを指します。

１．土づくり…過湿にも乾燥にも弱いため、高畝にして水はけをよくしてやります。また、ピーマン・パプリカは肥料好きなので充分な元
肥と堆肥を入れて耕します。株間60㎝、高畝60㎝ほどの広さを確保し、高さ20㎝～30㎝の畝を立てておきます。ＰＨは
６．０～６．５が目安です。

　　◇肥料…茎葉を伸ばしながら次々と実をつけていくので、栽培期間を通じて肥料切れを起こさせないように、定期的に追肥しま
す。

２．植え付け…本場６～７枚出た頃が定植期です。ピーマンもパプリカも高温を好
むため、晴天の午前中の定植して活着を促進させます。苗のポットを
外し、根を崩さずに浅めに植え付けます。株間60㎝ほど。茎が弱くて
風で折れやすいので、定植と同時に仮支柱を立てて支えておきます。
定植前にポットごと水につけて吸水させておくか、定植後たっぷり
と水をやります。

３．支柱立て・マルチング
主茎が伸びたら垂直に立てた支柱に誘引します。株ごとに高さ90㎝の支柱を立てて主茎を紐で固定し、さ
らに支柱を横に渡して補強しておきます。また、株元に稲わらなどを敷いてマルチングしておきます。乾燥
を防ぎ、夏場の雑草対策にもなります。

４．整枝・摘芯
一番花のすぐ下で分かれる二本の側枝を伸ばし、その下のわき芽を全て摘み取って三本仕立てにしま
す。その後も、茎がＶ字型に二つに分かれて、その茎がまた二つに分かれて、どんどん茎を増やしてい
きます。果実はその分岐点に付きます。
放っておくと過繁茂になり、風通しが悪く病害虫の被害を受けやすくなります。また実がつきすぎて樹
が弱ってきます。
そのため、葉が茂りすぎると枝を間引いたり、収穫の時に内側に向かって伸びる茎を摘芯して花の数
を減らしてやります。

５．収穫
ピーマンは開花から15日～20日、パプリカは40～50日で収穫適期です。収穫の際、枝が弱くて折れやすいの
でハサミで切って収穫します。また、収穫の度に内側のわき芽は摘み取っておきます。
カラーピーマン、パプリカは、ピーマン同様に最初は緑色の実をつけます。そこからさらに置いておくことで実
が熟して色がつき始め、完熟して赤・黄オレンジになってから収穫します。尚、ピーマンもパプリカも、採り遅れ
ると果皮のツヤがなくなり、シワが寄ってしまうので、光沢とハリのあるうちに収穫しましょう。

・開催日時　　　平成31年2月16日（土）　　午前９時～
・開催場所　　　●北部地区…北部プラザ　●中部地区…本所営農経済部会議室　●南部地区…南部プラザ
・内　　容　　　春夏野菜の栽培について
毎月、第３土曜日に野菜の栽培説明、及び相談会を開催致します。初めての方も気軽にご参加下さい。

☆POINT　植え付けの一カ月後から二週間に一度のペースで追肥します。また、乾燥が続くと奇形果やカルシウム不足による尻腐れ果ができるため、
　　　　　 少雨の夏はしっかりと水やりをします。（過湿にも弱いので、水やりは乾燥した時だけ！）

☆POINT　一番花は、株を大きくするために摘み取ります。摘み取らないと栄養分が実に転流する生殖成長が進み、株全体への栄養の
 　　　　　配分が少なくなるため（栄養成長ができなくなる）、株がうまく育たなくなります。

パプリカなど、品種によっては枝が横に広がり強風や実の重さで株が倒れたりすることがあります。
その場合は、畝のまわりに支柱を立て紐で囲い、側枝を紐で支えるようにしてやります。

1月

育苗 種まき 植えつけ 収穫ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

伸ばす
伸ばす

１番花

わき芽は全て
摘み取る

稲永　政光 んさ

「南里農業機械共同利用組合」

代表 と組合員の皆さん（75）介
紹
者
産
生

農家手持不要農薬処理申込みについて

１．回  収  日  時　 平成 31 年２月７日（木）

　　　　　　　　 　13 時～ 16 時

２．回  収  場  所　 南部・中部・北部の各プラザ

３．農家手持不要農薬処理申込み　　

　　提出期限　平成 31 年１月 31 日（木）

　　※申込書は各プラザ・各支所に準備しており
　　　ますので、よろしくお願いします。

４．申込書提出先　 各プラザ及び各支所へ

　　回収費用　例）　一  般  粉  剤　 108 円／㎏

　　　　　　　　　  一  般  液  剤　 324 円／㎏

　　　　　　　　　  不明粉・液剤　 432 円／㎏

不要農薬回収日程

お問い合わせは各プラザへ

南部プラザ　☎９３５－２１２０

中部プラザ　☎９３８－４８４７

北部プラザ　☎９４３－３０３１ お問い合わせは、JA粕屋各支所へ



「
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
す
」

　
今
回
登
場
し
て
く
れ
た
ち

び
っ
子
は
、
新
宮
町
立
立
花

小
学
校
３
年
生
の
阿
部
陽
日

希
く
ん
で
す
。

　
陽
日
希
く
ん
は
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル

に
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
の
時

か
ら
通
っ
て
あ
る
そ
う
で

す
。
習
い
事
の
中
で
も
、
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
泳
い

で
い
る
時
が
１
番
楽
し
い
と

の
事
で
す
。
英
会
話
ス
ク
ー

ル
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
に
英
語
で
質
問
し
た
り
、
さ
れ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
英
語
を
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
小
学
校
の
休
み
時
間
に
は
、
友
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、

と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
将
来
は
、
水
泳
の
選
手
と
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
祖
父
、
両
親
、
妹
の
ひ
な
た
さ
ん
（
７
）
の
５
人
家
族
で
楽
し

く
過
ご
し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
鍛
え
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル
で
英
語
を
学

び
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ

い
。

新
宮
町
立
立
花
小
学
校
　
３
年
生

く
ん

阿
部
　
陽
日
希

ひ
　 

び 

　
き

（９）

写
真
＝
陽
日
希
く
ん
と
妹
の
ひ
な
た
さ
ん

久
原
　
松
原
　
宗
毅

勢
門
　
久
保
田
み
ち
子

大
川
　
八
尋
　
紀
子

篠
栗
　
郡
嶋
　
眞
知
子

志
免
　
西
村
　
榮
子

仲
原
　
案
浦
　
利
子

宇
美
　
関
　
佳
代
子

農
機
具
の
そ
れ
ぞ
れ
に
注
連
綯
ふ
て
お
り

辿
り
来
て
余
生
の
最
中
去
年
今
年

胸
中
は
当
に
博
多
座
寒
肥
す

引
く
弓
の
青
年
凛
凛
し
初
矢
の
儀

健
康
が
何
よ
り
大
事
去
年
今
年

夫
知
ら
ぬ
曾
孫
を
膝
に
日
向
ぼ
こ

伝
来
の
漆
器
は
輪
島
屠
蘇
の
杯

つ
ま

こ   

ぞ   

こ
と
し

こ    

ぞ   

こ
と
し

し  

め

な

粕
屋
町
仲
原

(67)

今
泉
　
勝
子
さ
ん

「
支
所
感
謝
デ
ー
に
参
加
し
て
」

　
毎
年
、
12
月
の
年
金
支
給
日
に
来
所
さ
れ
た
方
に
、

温
か
い
豚
汁
と
か
し
わ
飯
を
食
べ
て
頂
く
と
い
う
催
し

に
女
性
部
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
６
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　
か
し
わ
飯
は
、
粕
屋
産
の
お
米
を
使
い
、
豚
汁
は
、

女
性
部
で
手
作
り
し
た
味
噌
と
農
家
か
ら
頂
い
た
野
菜

で
作
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
員
手
作
り
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
茎
の
粕
漬
、
瓜
漬
等
を
テ
ー
ブ
ル
に
出
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
大
好
評
で
す
。
当
日
来
所
さ
れ
た
方

に
配
っ
て
い
る
餅
は
、
早
朝
か
ら
支
所
の
職
員
や
農
区

長
会
の
方
た
ち
が
杵
で
つ
い
た
も
の
で
す
。
年
々
、
来

所
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
が
、
「
漬
物
の
作
り
方
を
教
え
て
」
、

「
味
噌
は
ど
こ
で
買
え
る
の
」
と
お
尋
ね
に
な
り
ま

す
。
私
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
ひ
と
時
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
も
皆
さ
ん
と
会
え
ま
す
よ
う
に
！
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

ばひ ろ
3日
4日

11日
14日
19日

節分
立春
建国記念日
バレンタインデー
雨水

あぜみち俳句
（粕屋冬野会）

February　如月
月のこよみ2勢

運
の
月

【
全
体
運
】 

気
力
が
低
下
し
や
す
い
。面
倒
な
こ
と
を
先
延
ば
し
し
て
、も
っ
と
運
を
落
と
す
結
果
に
。感
謝
の
心
を
思
い
出
す
と
運
気
好
転
へ
　【
健
康
運
】 

疲
れ
を
た
め
込
み
が
ち
。良
質
な
眠
り
が
必
要
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

不
知
火（
デ
コ
ポ
ン
）

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
回
れ
そ
う
。や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
。講
演
会
に
も
注
目
を
　【
健
康
運
】 

冷
え
対
策
を
万
全
に
。軽
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
吉
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

の
り11

蠍　座
10/24

11 /22

責責 6

双子座
5 /21

6 /21

造造

2 2

　
１
月
号
で
、「
粕
屋
農
業
ま
つ
り
〜
や
っ
ぱ

り
Ｊ
Ａ
粕
屋
で
良
か
っ
た
！！
〜
」を
拝
見
し
ま

し
た
。色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
、大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。広
報
誌
を
見
て
、大
盛

況
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。大
成
功
で
し
た

ね
。来
年
も
一
層
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

粕
屋
町
戸
原
東
　
Ｔ
・
Ｃ
さ
ん（
90
）男
性

編○
い
つ
も
お
た
よ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。粕
屋
農

協
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
第
34
回
粕
屋
農
業
ま
つ
り
」は
、

大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
、盛
況
の
う
ち
に
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
者
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
、網
戸
の
手
直
し
中
に
、ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
後
ろ
向
き
に
落
ち
、圧
迫
骨
折
で
約
２
ヶ

月
入
院
し
ま
し
た
。高
齢
に
な
る
と
外
出
も
控

え
め
に
な
り
、体
力
、筋
力
が
落
ち
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。も
っ
と
歩
く
機
会
を
増

や
し
、人
と
会
い
、会
話
を
し
て
、脳
機
能
や
嗅

覚
、聴
覚
に
刺
激
を
与
え
て
、転
倒
予
防
に
努

め
た
い
で
す
。

古
賀
市
日
吉
　
Ｈ
・
Ⅰ
さ
ん（
84
）男
性

骨
折
し
て
２
ヶ
月
も
入
院
さ
れ
て
い
た
と
の
事
。

大
変
で
し
た
ね
。体
を
動
か
す
こ
と
と
会
話
を
す
る

こ
と
は
、脳
の
活
性
化
に
良
い
と
聞
き
ま
す
が
、決
し

て
無
理
は
な
さ
ら
ず
に
健
康
に
お
過
し
下
さ
い
。

平
成
最
後
の
年
末
、ひ
孫（
１
歳
）か
ら
ウ
ィ
ル

ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・・・
。風
邪
か
と
思
い
き
や

嘔
吐
下
痢
症
で
隔
離
さ
れ
ま
し
た
。初
め
て
の

体
験
で
し
た
。

粕
屋
町
仲
原
　
Ｔ
・
Ⅰ
さ
ん（
85
）女
性

年
末
に
嘔
吐
下
痢
症
を
う
つ
さ
れ
隔
離
さ
れ
る

と
は
。ひ
孫
さ
ん
も
Ｔ
・
Ⅰ
さ
ん
も
大
丈
夫
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？
ウ
ィ
ル
ス
は
目
に
見
え
な
い
の
で
、あ
る

意
味
怖
い
で
す
よ
ね
。ど
こ
で
、ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

う
つ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
も
ん
ね
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
流
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
し
、う
が
い
、手
洗
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、と
に
か
く
、病
気
に
な
ら
な
い

様
に
ガ
ー
ド
を
固
め
る
し
か
な
い
で
す
ね
。お
大
事

に
。

編○ 編○

ふれあいの里 なのみの里 ひとまるの里

花類

しめ縄

もち

サトイモ

ハクサイ

かつお菜

ハクサイ

大根

ミカン

サトイモ

１

２

３

４

５

直売所売れ筋ランキング ＪＡ粕屋の最新情報はホームページ「粕屋びより」から！

ブロッコリー

大根

かつお菜

ハクサイ

ニンジン

上のＱＲコード
からもアクセス
できます。ぜひ、
チェックしてく
ださい。

『
か
す
や
レ
シ
ピ
』や

『
か
す
や
日
誌
』、『
か

す
や
の
直
売
所
案

内
』な
ど
、い
ろ
ん
な

ペ
ー
ジ
が
あ
る
よ
！

“よい食”を考えよう！
みんなのよい食プロジェクト
www.yoi-shoku.jp
よい食 検索

●ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜産物の提供に
向けたJAの取り組み姿勢をお示しするとともに、食の
あり方や食料自給率の向上をアピールするため、「食は、
日本の未来」をテーマに「みんなのよい食プロジェクト」
を展開しています。

　ＪＡ粕屋は12月４日、５日の両日、北部プラザで農業用廃
棄ビニール、マルチなどのポリ製品、肥料袋、育苗箱など33
㌧を回収し、業者に引き渡しました。ＪＡでは、環境汚染の防
止や自然環境の保護に努めるため毎年回収を行っていま
す。
　受付件数は202件で、廃ビニールを持ち込んだ農家は「環
境問題が取り
沙汰されてい
る中、どこで
も捨てられな
い物なので大
変助かってい
る 」と 話して
います。

農業用廃ビニールなど３３㌧を回収
　ＪＡ粕屋の北﨑久治組合長は５日、「福岡県警察を励ます
会」の法人会員を代表して、警察職員に対する激励のため、
粕屋警察署に赴きました。
　北﨑組合長は、日ごろから昼夜を問わず交番に勤務され
ている警察官や年末年始に警戒活動に従事される警察職
員に対し、激励及び備
蓄用食料を贈呈しま
した。
　北﨑組合長は「年末
年始の多忙の中、粕屋
警察署管内の防犯及
び治安維持に努めて
下さい」と話していま
す。

組合長、警察署に赴き激励！

激励及び目録を渡す北﨑組合長

農家直売！「軽トラ市」開催！
　古賀市の「農家直売！軽トラ市実行委員会」は12月９日（日）、古賀市民グラウ
ンドで、農家直売！「軽トラ市」を開きました。この催しは同市の農業者の思いが
伝わる野菜を農家自身が軽トラックを用いて販売し、同時に調理方法や保存方
法についても消費者に提案することにより、古賀産農産物の販路拡大、古賀市
全域における地産地消の推進や女性農業者・認定農業者・若手農業者の生きが
いづくり、また、生産者と消費者との交流を図ることが目的。
　北部プラザの魚谷所長は「このようなイベントにより、古賀産の農産物を消
費者に知ってもらい、地産地消につなげていきたい」と話しています。

軽トラ市で農産物を販売する生産者とＪＡ職員

続々と廃ビニールを持ち込む生産者

JA TOPICS ～ JAと地域の話題～

　ＪＡ粕屋普通作部会「元気つくし研究会」は12月10日、高温
耐暑性品種「元気つくし」の生産検討会を開きました。元気つ
くしの長所を活かし、欠点を補う栽培方法の検討が目的。会員
代表とＪＡ全農ふくれん、普及指導センター、ＪＡ職員ら41人
が参加しました。
　検討会では、平成30年産米の食味会が行われ、４品種の新
米の食味の確認をしたほか、ＪＡ全農ふくれん米穀課の河内氏
が福岡県産米の販売について説明。また、北筑前普及指導セ
ンターの荒井氏が平成
30年産元気つくしの課
題と対策について説明
を行いました。
　かすやそだち課の野
村係長は「元気つくしの
作付面積が増加してき
ているが、今後も収量・
品質の維持向上が課題
だ」と話しています。

「元気つくし研究会」生産検討会開く！ カリフラワーをテレビ西日本「ももち浜ストア」で生中継
　ＪＡ粕屋管内の粕屋町にある箱田晋亮さんのほ場で12
月11日、ＴＮＣテレビ西日本「ももち浜ストア」の生中継が
行われ、今が旬のカリフラワーの魅力をＰＲしました。
　生中継では、「ももち浜ストア」の浜﨑日香里さん・あべ
てつあきさんがレポーターとして生産者の箱田さんから

「ブロッコリー、カリフラワー、カラフルなカラーカリフラ
ワー、カリブロ（ロマネスコ）」を紹介してもらい、おいし
い食べ方などを提案。
　番組では、収
穫の仕方やカリ
フ ラ ワ ー ラ イ
ス、ポタージュ
スープ、チキン
のグリルなど栄
養 豊 富 で 彩 り
や 食 感 も 楽し
める 料 理 を 紹
介しました。

カラフルなカラーカリフラワーを紹介する
左から箱田さん、浜﨑さん、あべさん

　ＪＡ粕屋は12月14日、年金支給日に合わせて各支所でふれあい感謝デーの催しを行いました。2018年度の支所行動計
画の一環として企画したもので、日頃のご愛顧への感謝と各組織との連携強化、地元農産物販売など金融店舗を拠点とし
た協同活動を通し、地域密着型の金融機関としてＪＡらしさをＰＲ。「ＪＡファンづくり」を目的としています。
　須恵支所では、支所運営委員・年金友の会・女性部の協力により、店舗駐車場や店舗内フ
ロアーで、餅つきの実演販売やぜんざいを振る舞ったり、年金受給者を対象にしたくじ引き
なども行い、大勢の来店客で賑わいました。また、須恵町役場住民課の職員が「マイナンバー
カード」の普及推進活動として「マイナンバーカードを作りましょう」と店内で呼びかけてい
ました。
　同支所の百田茂徳支所長は「感謝デーも今年で７回目となり、地域に浸透してきている。
今後も地域に密着した活動を続けていきたい」と話しています。
　沢山のご来場ありがとうございました。

組織一体でＪＡファンづくり　支所感謝デー開催！

須恵支所

仲原支所 勢門支所 篠栗支所 宇美支所

　
今
月
の
表
紙
の
人
は
、久
山

町
久
原
に
お
住
ま
い
で
、御

年
一
〇
〇
歳
の
安
川
マ
ス
ヱ

さ
ん
で
す
。

　
マ
ス
ヱ
さ
ん
は
、大
正
７
年

３
月
生
ま
れ
で
、久
山
町
の
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
週
に
１
回
、デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
あ
り

ま
す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
な
い

日
は
、お
家
の
周
囲
や
家
の
中

の
掃
除
、近
所
の
散
策
を
楽
し
ん
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。食
事
も
き
ち
ん
と
摂
ら
れ
て

あ
り
、耳
は
遠
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、新
聞
は
毎
日
、隅
か
ら
隅
ま
で
目
を
通
さ
れ
て

あ
り
ま
す
。

　
健
康
の
秘
訣
は「
気
ま
ま
な
生
活
」を
送
る
事
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
、マ
ス
ヱ
さ
ん
の
長
男
の
篤
さ
ん
、勝
枝
さ
ん
夫
婦
、お
孫
さ
ん
夫
婦
、ひ
孫
で
大

学
３
年
生
の
長
男
と
高
校
３
年
生
の
長
女
の
７
人
家
族
で
賑
や
か
に
過
ご
し
て
あ
り
ま

す
。ち
な
み
に
、お
孫
さ
ん
は
５
人
、ひ
孫
は
13
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、お
身
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

「
初
め
て
支
部
長
に
な
っ
て
」

　
私
た
ち
の
支
部
は
、現
在
部
員
が
10
名
で
、80
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で
年
齢
の

幅
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、毎
月
の
集
ま
り
に
は
ま
と
ま
り
が
あ
り
、笑
い
が
絶
え

ず
話
し
過
ぎ
て
帰
り
が
遅
く
な
る
ほ
ど
で
す
。

　
支
部
活
動
で
は
、６
月
に
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
作
り
を
行

い
、み
ん
な
で
協
力
し
て
手
際
よ
く
短
時
間
で
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。10
月
の
み

そ
作
り
は
、ち
ょ
う
ど
学
校
の
授
業
参
観
と
重
な
り
、３
日
後
の
午
後
の
作
業
に
若

い
部
員
が
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、残
っ
た
部
員
で
助
け
あ
っ
て
行
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

　
私
が
、会
合
等
が
あ
る
時
に
孫
た
ち
を
連
れ
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、み
ん
な
面
倒
を
見
て
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
の
で
、本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、近
所
や
地
域
の
会
合
な
ど
の
炊
き
出
し
で
、女
性
の
縦
の
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
し
た
が
、地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
昨
今
、女
性
部
活
動

は
、先
輩
方
か
ら
色
々
な
事
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、女
性
部
の
活
動
を
通
し
て
、先
輩
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た「
作

る
こ
と
」の
喜
び
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南里　照代 さん （62）

宇美支所　井野赤井手支部長

女性部です

こん
にちは

のんみ な
写
真
＝
左
か
ら
マ
ス
ヱ
さ
ん
、
勝
枝
さ
ん

「
健
康
の
秘
訣
は
気
ま
ま
な
生
活
！
」

安
川
　
マ
ス
ヱ
　
さ
ん

久
山
町
久
原
　
安
川
　
篤
さ
ん
の
お
母
さ
ん

（100）
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勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

物
事
を
悪
い
方
向
に
受
け
取
り
や
す
い
傾
向
あ
り
。意
識
し
て
プ
ラ
ス
に
捉
え
て
。気
晴
ら
し
に
は
神
社
や
仏
閣
巡
り
が
お
勧
め
　【
健
康
運
】 

不
調
を
感
じ
た
ら
、十
分
な
休
息
を
心
掛
け
て
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

ア
サ
リ

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

自
己
表
現
力
が
高
ま
り
そ
う
。う
ま
く
長
所
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、周
囲
か
ら
慕
わ
れ
る
は
ず
。ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
活
動
に
も
つ
き
　【
健
康
運
】 

無
理
は
禁
物
。生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

フ
キ
の
と
う7
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平成30年産米の
食味会で試食する会員ら

お客様が利用しやすい店舗に！窓口美化コンクール実施
　ＪＡ粕屋は12月５日～６日の２日間、親しみやすく利用しやすい店舗づくりを目的に窓口美化コンクールを実施しました。
　ＪＡ福岡信連、ＪＡ粕屋本所貯金課、ＣＳサポーターの計８人が審査員として14支所を巡回。店舗内外の清掃状況やポス
ターの掲示・ディスプレーによる商品ＰＲ、身だしな
み、接遇応対、顧客管理など25項目にわたって審査を
行いました。
　本所貯金課の南里課長は「ＪＡ粕屋ではＣＳ（顧客満
足度向上）活動を展開しており、これからも組合員、地
域の皆さまに安心してご利用頂ける店舗づくりにつ
なげていきたい」と話しています。
　審査結果は次のとおり。

　１位 須恵支所　２位 立花支所　３位 勢門支所 審査項目をチェックする審査員 表彰を受ける須恵支所の近藤担当



「
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
す
」

　
今
回
登
場
し
て
く
れ
た
ち

び
っ
子
は
、
新
宮
町
立
立
花

小
学
校
３
年
生
の
阿
部
陽
日

希
く
ん
で
す
。

　
陽
日
希
く
ん
は
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル

に
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
の
時

か
ら
通
っ
て
あ
る
そ
う
で

す
。
習
い
事
の
中
で
も
、
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
泳
い

で
い
る
時
が
１
番
楽
し
い
と

の
事
で
す
。
英
会
話
ス
ク
ー

ル
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
に
英
語
で
質
問
し
た
り
、
さ
れ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
英
語
を
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
小
学
校
の
休
み
時
間
に
は
、
友
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、

と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
将
来
は
、
水
泳
の
選
手
と
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
祖
父
、
両
親
、
妹
の
ひ
な
た
さ
ん
（
７
）
の
５
人
家
族
で
楽
し

く
過
ご
し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
鍛
え
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル
で
英
語
を
学

び
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ

い
。

新
宮
町
立
立
花
小
学
校
　
３
年
生

く
ん

阿
部
　
陽
日
希

ひ
　 

び 

　
き

（９）

写
真
＝
陽
日
希
く
ん
と
妹
の
ひ
な
た
さ
ん

久
原
　
松
原
　
宗
毅

勢
門
　
久
保
田
み
ち
子

大
川
　
八
尋
　
紀
子

篠
栗
　
郡
嶋
　
眞
知
子

志
免
　
西
村
　
榮
子

仲
原
　
案
浦
　
利
子

宇
美
　
関
　
佳
代
子

農
機
具
の
そ
れ
ぞ
れ
に
注
連
綯
ふ
て
お
り

辿
り
来
て
余
生
の
最
中
去
年
今
年

胸
中
は
当
に
博
多
座
寒
肥
す

引
く
弓
の
青
年
凛
凛
し
初
矢
の
儀

健
康
が
何
よ
り
大
事
去
年
今
年

夫
知
ら
ぬ
曾
孫
を
膝
に
日
向
ぼ
こ

伝
来
の
漆
器
は
輪
島
屠
蘇
の
杯

つ
ま

こ   

ぞ   

こ
と
し

こ    

ぞ   

こ
と
し

し  

め

な

粕
屋
町
仲
原

(67)

今
泉
　
勝
子
さ
ん

「
支
所
感
謝
デ
ー
に
参
加
し
て
」

　
毎
年
、
12
月
の
年
金
支
給
日
に
来
所
さ
れ
た
方
に
、

温
か
い
豚
汁
と
か
し
わ
飯
を
食
べ
て
頂
く
と
い
う
催
し

に
女
性
部
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
６
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　
か
し
わ
飯
は
、
粕
屋
産
の
お
米
を
使
い
、
豚
汁
は
、

女
性
部
で
手
作
り
し
た
味
噌
と
農
家
か
ら
頂
い
た
野
菜

で
作
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
員
手
作
り
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
茎
の
粕
漬
、
瓜
漬
等
を
テ
ー
ブ
ル
に
出
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
大
好
評
で
す
。
当
日
来
所
さ
れ
た
方

に
配
っ
て
い
る
餅
は
、
早
朝
か
ら
支
所
の
職
員
や
農
区

長
会
の
方
た
ち
が
杵
で
つ
い
た
も
の
で
す
。
年
々
、
来

所
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
が
、
「
漬
物
の
作
り
方
を
教
え
て
」
、

「
味
噌
は
ど
こ
で
買
え
る
の
」
と
お
尋
ね
に
な
り
ま

す
。
私
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
ひ
と
時
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
も
皆
さ
ん
と
会
え
ま
す
よ
う
に
！
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

ばひ ろ
3日
4日

11日
14日
19日

節分
立春
建国記念日
バレンタインデー
雨水

あぜみち俳句
（粕屋冬野会）

February　如月
月のこよみ2勢

運
の
月

【
全
体
運
】 

気
力
が
低
下
し
や
す
い
。面
倒
な
こ
と
を
先
延
ば
し
し
て
、も
っ
と
運
を
落
と
す
結
果
に
。感
謝
の
心
を
思
い
出
す
と
運
気
好
転
へ
　【
健
康
運
】 
疲
れ
を
た
め
込
み
が
ち
。良
質
な
眠
り
が
必
要
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

不
知
火（
デ
コ
ポ
ン
）

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
回
れ
そ
う
。や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
。講
演
会
に
も
注
目
を
　【
健
康
運
】 

冷
え
対
策
を
万
全
に
。軽
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
吉
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

の
り11

蠍　座
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造造
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１
月
号
で
、「
粕
屋
農
業
ま
つ
り
〜
や
っ
ぱ

り
Ｊ
Ａ
粕
屋
で
良
か
っ
た
！！
〜
」を
拝
見
し
ま

し
た
。色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
、大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。広
報
誌
を
見
て
、大
盛

況
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。大
成
功
で
し
た

ね
。来
年
も
一
層
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

粕
屋
町
戸
原
東
　
Ｔ
・
Ｃ
さ
ん（
90
）男
性

編○
い
つ
も
お
た
よ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。粕
屋
農

協
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
第
34
回
粕
屋
農
業
ま
つ
り
」は
、

大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
、盛
況
の
う
ち
に
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
者
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
、網
戸
の
手
直
し
中
に
、ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
後
ろ
向
き
に
落
ち
、圧
迫
骨
折
で
約
２
ヶ

月
入
院
し
ま
し
た
。高
齢
に
な
る
と
外
出
も
控

え
め
に
な
り
、体
力
、筋
力
が
落
ち
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。も
っ
と
歩
く
機
会
を
増

や
し
、人
と
会
い
、会
話
を
し
て
、脳
機
能
や
嗅

覚
、聴
覚
に
刺
激
を
与
え
て
、転
倒
予
防
に
努

め
た
い
で
す
。

古
賀
市
日
吉
　
Ｈ
・
Ⅰ
さ
ん（
84
）男
性

骨
折
し
て
２
ヶ
月
も
入
院
さ
れ
て
い
た
と
の
事
。

大
変
で
し
た
ね
。体
を
動
か
す
こ
と
と
会
話
を
す
る

こ
と
は
、脳
の
活
性
化
に
良
い
と
聞
き
ま
す
が
、決
し

て
無
理
は
な
さ
ら
ず
に
健
康
に
お
過
し
下
さ
い
。

平
成
最
後
の
年
末
、ひ
孫（
１
歳
）か
ら
ウ
ィ
ル

ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・・・
。風
邪
か
と
思
い
き
や

嘔
吐
下
痢
症
で
隔
離
さ
れ
ま
し
た
。初
め
て
の

体
験
で
し
た
。

粕
屋
町
仲
原
　
Ｔ
・
Ⅰ
さ
ん（
85
）女
性

年
末
に
嘔
吐
下
痢
症
を
う
つ
さ
れ
隔
離
さ
れ
る

と
は
。ひ
孫
さ
ん
も
Ｔ
・
Ⅰ
さ
ん
も
大
丈
夫
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？
ウ
ィ
ル
ス
は
目
に
見
え
な
い
の
で
、あ
る

意
味
怖
い
で
す
よ
ね
。ど
こ
で
、ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

う
つ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
も
ん
ね
。イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
流
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
し
、う
が
い
、手
洗
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、と
に
か
く
、病
気
に
な
ら
な
い

様
に
ガ
ー
ド
を
固
め
る
し
か
な
い
で
す
ね
。お
大
事

に
。

編○ 編○

ふれあいの里 なのみの里 ひとまるの里

花類

しめ縄

もち

サトイモ

ハクサイ

かつお菜

ハクサイ

大根

ミカン

サトイモ

１

２

３

４

５

直売所売れ筋ランキング ＪＡ粕屋の最新情報はホームページ「粕屋びより」から！

ブロッコリー

大根

かつお菜

ハクサイ

ニンジン

上のＱＲコード
からもアクセス
できます。ぜひ、
チェックしてく
ださい。

『
か
す
や
レ
シ
ピ
』や

『
か
す
や
日
誌
』、『
か

す
や
の
直
売
所
案

内
』な
ど
、い
ろ
ん
な

ペ
ー
ジ
が
あ
る
よ
！

“よい食”を考えよう！
みんなのよい食プロジェクト
www.yoi-shoku.jp
よい食 検索

●ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜産物の提供に
向けたJAの取り組み姿勢をお示しするとともに、食の
あり方や食料自給率の向上をアピールするため、「食は、
日本の未来」をテーマに「みんなのよい食プロジェクト」
を展開しています。

　ＪＡ粕屋は12月４日、５日の両日、北部プラザで農業用廃
棄ビニール、マルチなどのポリ製品、肥料袋、育苗箱など33
㌧を回収し、業者に引き渡しました。ＪＡでは、環境汚染の防
止や自然環境の保護に努めるため毎年回収を行っていま
す。
　受付件数は202件で、廃ビニールを持ち込んだ農家は「環
境問題が取り
沙汰されてい
る中、どこで
も捨てられな
い物なので大
変助かってい
る 」と 話して
います。

農業用廃ビニールなど３３㌧を回収
　ＪＡ粕屋の北﨑久治組合長は５日、「福岡県警察を励ます
会」の法人会員を代表して、警察職員に対する激励のため、
粕屋警察署に赴きました。
　北﨑組合長は、日ごろから昼夜を問わず交番に勤務され
ている警察官や年末年始に警戒活動に従事される警察職
員に対し、激励及び備
蓄用食料を贈呈しま
した。
　北﨑組合長は「年末
年始の多忙の中、粕屋
警察署管内の防犯及
び治安維持に努めて
下さい」と話していま
す。

組合長、警察署に赴き激励！

激励及び目録を渡す北﨑組合長

農家直売！「軽トラ市」開催！
　古賀市の「農家直売！軽トラ市実行委員会」は12月９日（日）、古賀市民グラウ
ンドで、農家直売！「軽トラ市」を開きました。この催しは同市の農業者の思いが
伝わる野菜を農家自身が軽トラックを用いて販売し、同時に調理方法や保存方
法についても消費者に提案することにより、古賀産農産物の販路拡大、古賀市
全域における地産地消の推進や女性農業者・認定農業者・若手農業者の生きが
いづくり、また、生産者と消費者との交流を図ることが目的。
　北部プラザの魚谷所長は「このようなイベントにより、古賀産の農産物を消
費者に知ってもらい、地産地消につなげていきたい」と話しています。

軽トラ市で農産物を販売する生産者とＪＡ職員

続々と廃ビニールを持ち込む生産者



青
色
申
告
の
特
典
を
知
ろ
う

代
表
的
な
三
つ
の
特
典
と
は
？

　
青
色
申
告
を
す
る
に
は
、ま
ず
始
め
に
青

色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま

で（
新
規
開
業
の
場
合
、開
業
後
２
カ
月
以
内
）

に「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
税

務
署
に
提
出
し
ま
す
。そ
し
て
帳
簿
を
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
青
色
申
告
に
は
、課
税
が
軽
減
さ
れ
る
い
く

つ
か
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。そ
の
代
表
的

な
項
目
が「
青
色
申
告
特
別
控
除
」「
青
色
事

業
専
従
者
給
与
の
必
要
経
費
算
入
」「
純
損
失

の
繰
越
控
除
」の
三
つ
で
す
。

　
青
色
申
告
を
す
る
と
10
万
円
も
し
く
は
65

万
円
が
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
み
、複
式
簿
記
の
方

法
に
従
っ
て
帳
簿
を
つ
け
、確
定
申
告
期
間
内

に
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書（
青
色
申
告
決

算
書
）を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
提
出
す
れ

ば
、65
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。一
方
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、10
万
円
の
控
除
に
な
り

ま
す
。

 

　
農
業
を
手
伝
っ
て
い
る
配
偶
者
や
息
子
に

給
与
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、そ
の
給
与
は
原

則
と
し
て
必
要
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
が
、青
色

申
告
を
行
っ
て
い
る
場
合
、一
定
の
届
出
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ら
の
人
た
ち
を「
青
色

事
業
専
従
者
※
」と
し
て
支
払
っ
た
給
与
の
金

額
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、そ
の
年
の

３
月
15
日
ま
で（
も
し
く
は
開
業
後
２
カ
月
以

内
）に「
青
色
事
業
専
従
者
給
与
に
関
す
る
届

出
書
」を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ
の
届
出
書
に
記
載
し
た
金
額
以
下
で

労
働
の
対
価
に
見
合
う
金
額
が
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
ま
す
。一
方
、白
色
申
告
の
場
合
、事

業
専
従
者
控
除
と
し
て
最
高
で
配
偶
者
は
年

86
万
円
、配
偶
者
以
外
は
年
50
万
円
を
控
除

で
き
ま
す
。

　
な
お
、青
色
事
業
専

従
者
お
よ
び
白
色
の

事
業
専
従
者
は
、配
偶

者
控
除
、ま
た
は
扶
養

控
除
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
※
青
色
事
業
専
従
者
と
は
…

1
、青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
、そ
の
親
族

2
、そ
の
年
の
12
月
31
日
で
年
齢
が
15
歳

以
上 

3
、そ
の
年
を
通
じ
、原
則
と
し
て
6
カ

月
を
超
え
る
期
間
、も
っ
ぱ
ら
農
業

に
従
事
し
て
い
る

ー
と
い
う
三
つ

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
を
指

す
）

1

「
青
色
申
告
特
別
控
除
」

　
最
高
65
万
円
の
控
除
が
可
能

2

「
青
色
事
業
専
従
者
給
与

  

の
必
要
経
費
算
入
」

　
家
族
へ
の
給
料
を
必
要
経
費
扱
い
に

3

「
純
損
失
の
繰
越
控
除
」

　
赤
字
の
3
年
間
繰
り
越
し

　
そ
の
年
に
農
業
所
得
が
赤
字
に
な
っ
た
場

合
は
、そ
の
赤
字
を
ほ
か
の
所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、引
き
切
れ
な

か
っ
た
赤
字（
純
損
失
）は
３
年
間
繰
り
越
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。例
え
ば
農
業
所
得
だ
け
の

人
が
今
年
50
万
円
の
赤
字
に
な
っ
た
場
合
、そ

の
赤
字
50
万
円
を
翌
年
に
繰
り
越
し
ま
す
。翌

年
黒
字
が
20
万
円
生
じ
た
と
す
る
と
、そ
こ
か

ら
繰
り
越
さ
れ
た
赤
字
を
差
し
引
き
、所
得

は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、そ
の
次
の
年

に
30
万
円
の
赤
字
を
繰
り
越
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。純
損
失
の
繰
越
控
除
は
天
候
な
ど
の
影

響
で
農
作
物
の
収
穫
が
極
端
に
減
っ
て
、赤
字

に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
適
用
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

☆
Ｊ
Ａ
粕
屋
青
色
申
告
会
で
は

　
　
会
員
の
確
定
申
告
の
た
め
の
記
帳
代

行
や
、顧
問
税
理
士
に
よ
る
個
人
税
務

相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
方
の
取
引
に
つ
い
て
は
・・・

○
当
Ｊ
Ａ
利
用
の
肥
料
・
農
薬
・
資
材
・

油
類
等
購
買
品
の
購
入
、青
果
物
・

米
・
麦
等
生
産
物
の
販
売
に
つ
い
て

は
自
動
的
に
仕
訳
記
帳
さ
れ
、営
農

口
座（
登
録
さ
れ
た
口
座
）取
引
に
つ

い
て
も
自
動
的
に
記
帳
さ
れ
ま
す
。

○
申
告
書
を
作
成
し
、税
理
士
の
確
認

を
得
て
、Ｊ
Ａ
で
ま
と
め
て
税
務
署

へ
提
出
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、複

式
簿
記
に
よ
る
必
要
帳
簿
を
記
帳
作

成
し
、申
告
を
行
い
ま
す
。

●
青
色
申
告
会
に
入
会
す
る
と
？

○
事
業
内
容
の
診
断
に
大
き
く
役
立

ち
、経
営
の
改
善
や
合
理
化
な
ど
に

繋
が
り
ま
す
。

○
記
帳
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、税
理

士
に
よ
る
無
料
指
導
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
す
。

○
現
金
出
納
帳
の
記
帳

○
貯
金
取
引
内
容
の
確
認（
Ｊ
Ａ
で
登

録
さ
れ
た
口
座
取
引
が
自
動
的
に

記
帳
さ
れ
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
←

毎
月
25
日
ま
で
に
資
料
を
提
出
し
て

頂
き
、直
売
所
の
売
上
や
経
費
等
を
追

加
記
帳
し
ま
す
。

○
専
従
者
給
与
の
申
告
を
さ
れ
た
方
は

源
泉
徴
収
税
納
付
の
準
備
や
年
末
調

整
事
務
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○
３
月
15
日
に
所
得
税
、３
月
末
に
消

費
税
の
申
告
を
し
ま
す
。

青
色
申
告
会
費

　
入
会
金
　
5
、0
0
0
円

　
年
会
費
　
4
8
、0
0
0
円
〜

　
※
会
費
は
経
費
に
計
上
で
き
ま
す
。

ＪＡ粕屋青色申告会　☎０９２ー９３８ー３８６３　　営農企画課　☎０９２ー９３８ー２５４４

博にわ
か多

「
博
多
に
わ
か
」と
は
博
多
に
伝

わ
る
話
芸
の
伝
統
芸
能
で
す
。

「
博
多
に
わ
か
」の
特
徴
は
に
わ

か
の
面（
半
面
）を
か
ぶ
る
こ
と
。

博
多
弁
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
。オ
チ

は
原
則
と
し
て
同
音
異
義
語
で

落
と
す
こ
と
な
ど
の
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
。言
葉
遊
び
や
風
刺

の
妙
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
つ
ま
づ
き
横
転

「
太
郎
作
爺
さ
ん
な
、足
が
も
つ
れ
た
か
知
ら
ん

ば
っ
て
ん
、転
び
ん
し
ゃ
っ
た
が
、骨
折
や
ら
無
か
っ

た
じ
ゃ
ろ
う
か
」

「
そ
ら
ぁ
、あ
の
人
の
こ
と
じ
ゃ
き
、心
配
な
か
」

「
そ
ら
ぁ
、ま
た
ど
う
し
て
な
」

「
あ
の
人
は
、つ
る
つ
る
の
ハ
ゲ
頭
じ
ゃ
き
、怪
我
な

い（
毛
が
無
い
）」

山
田
の
か
か
し

●
貴
乃
花
親
方
引
退

「
昨
年
な
相
撲
界
も
色
々
あ
っ
て
、貴
乃
花
親
方
も

引
退
し
な
さ
っ
た
が
ク
サ
、経
済
的
に
も
困
窮
し
な

さ
る
か
も
知
れ
ん（
試
練
）バ
イ
」

「
そ
う
た
い
、一
門（
一
文
）無
し
に
な
っ
て
ご
ざ
る
」

薄
　
剛

●
初
夢

「
一
富
士
、二
鷹
、三
茄
子
て
言
う
ば
っ
て
ん
、初
夢
で

月
世
界
旅
行
し
た
夢
ば
見
た
バ
イ
」

「
そ
ら
ぁ
、今
年
は
と
つ
け
む
な
か
、良
か
年
に
な
る

バ
イ
」

「
ほ
ー
、嬉
し
か
ば
っ
て
、そ
ら
ぁ
ま
た
ど
う
し
て
な
」

「
年
頭
か
ら
、月
に
着
い
と
る（
つ
き
に
つ
い
と
る
）」

庵
原
　
味
甘

●
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』終
了

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』が
好
評
の
う

ち
に
終
わ
っ
た
が
、粕
屋
地
区
で
は
次
の
次
は
、地

元
の『
宗
茂
』ば
取
り
上
げ
て
と
、意
気
込
ん
で
ご
ざ

る
バ
イ
」

「
そ
う
な
、そ
れ
な
ら
急
が
な
、ゆ
っ
く
り
腰
ば
お
ろ

し
て
話
し
ち
ゃ
い
か
ん
バ
イ
。立
ち
話（
立
花
氏
）で

広
げ
た
が
良
か
」

尾
塚
　
耕
田

ＪＡ粕屋旅行センター
　航空券やＪＲの切符の手配から、部会や職場などの団体旅行をはじめ、阪急交通社やＪＴ
Ｂなどのパック旅行のご案内、ハネムーンや出張など、旅のあれこれをサポート致します。
　地域の旅行代理店として地域の皆さまに愛されるようこれからも努めてまいります。

皆さまの旅行をサポートします！勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

不
得
意
な
こ
と
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、苦
戦
す
る
か
も
。肩
の
力
を
抜
き
、気
楽
に
構
え
て
。助
言
に
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
と
◎
　【
健
康
運
】 

免
疫
力
を
高
め
る
工
夫
を
。寝
不
足
は
避
け
て
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

キ
ャ
ベ
ツ

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

人
脈
を
広
げ
ら
れ
そ
う
。同
じ
嗜
好（
し
こ
う
）を
持
つ
仲
間
た
ち
と
の
交
流
も
刺
激
大
。集
ま
り
に
は
気
軽
に
顔
を
出
し
て
　【
健
康
運
】 

体
力
増
強
に
力
を
入
れ
る
と
好
調
キ
ー
プ
可
能
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

レ
ン
コ
ン5 信信

牡牛座
4 /20

5 /20

12

射手座
11 /23

12/21

生生

2 2

　毎年恒例の12月の海鮮付旅行に行ってきました。今年
は長崎への１泊２日の旅行で、世界新三大夜景や平和公
園など異国情緒豊かな雰
囲気を楽しみました。
　たくさんの皆様にご参
加いただきありがとうご
ざいました。
 次に春の企画旅行をご
案内致します。

鮮魚を受け取る参加者 長崎県の「平和祈念像」前で

感動はいつもここから

中国東北航空で行く！

～春休み子どもタウン～

旅行日程 2019年 3 月 9 日(土)～13 日(水) 116,800円(大人お一人様／2名1室利用)旅行代金

旅行日程 2019年 3 月 25 日(月)～27 日(水)
小学生／お一人様

25,000円

中学生／お一人様

27,800円旅行代金

５
日間

３
日間

桂林漓江下り・桂林市内・龍勝棚田・無錫・蘇州

名門大洋フェリーで行く

ユニバーサル・スタジオジャパンⓇへの旅



お花やお庭のことはおまかせ下さい！
　新宮町でお花屋さんを経営されている中野正良さん
です。
　「マイフラワー」は、新宮町湊坂の住宅が開発され始
めた平成９年５月にオープンされました。小高い丘の上
にある、黄色い看板が目印のかわいい外観のお店です。
　「マイフラワー」では、お花の販売のほかに、大木の伐
採、庭木の剪定、消毒からエクステリアの事までお庭に
関することなら、何でも相談できるお花屋さんです。
　中野さんの実家は、花卉農家だったこともあり、農業
高校に進学されるなど、植物には子どもの頃から親し
んでこられたそうです。
　「地域の皆さまに愛されて22年、これからも、もっと
お客様にご利用して頂けるように頑張っていきたいと
思います。お花やお庭の事は『マイフラワー』にお任せ下
さい」と中野さん。
　中野さんを含め、明るく経験と知識豊富なスタッフ
が、色んな相談に応じてくれます。
　お近くにお越しの際は、是非、お立ち寄り下さい。　

　須恵町でタクシー会社を経営されている左から、今
泉太さん、先代の今泉敏英さんと乗務員の森山勇司さ
んです。
　「有限会社　今泉交通」は、須恵町にタクシー会社がな
かった頃、先々代の（故）今泉金重さん夫婦が昭和36年
６月に創業されたそうです。現社長の太さんは３代目を
継がれて２年目になるとの事です。
　須恵町植木と粕屋町長者原に営業所があり、粕屋郡
及びその近郊をエリアに休まず営業されています。
　「地域密着型のタクシー会社です。地元のお客様の足
としてご利用いただいています。『テクニックよりマナー
で安全運転！』がモットーです」と太さん。
　将来は、セダン型のタクシーからユニバーサルデザイ
ン（障害の有無や能力差などを問わずに利用できるこ
とを目指した製品などの設計）型のタクシーに移行し
て、体が不自由な方でも安心してタクシーを利用出来る
ようしていきたいとのことです。
　タクシーのご用命はぜひ、今泉交通へお願いします。

地域に愛されて58年！
地域密着型のタクシー会社です。

◎営業時間　10：00～17：30　
　定 休 日　お盆・お正月
　※都合により、店休や早めの閉店をすることがありますので、ご了承下さい。
　駐 車 場　有

☎９３５－００４７
須恵町植木６０７－８

☎９６２－３２２９
新宮町下府１２３８－１

（12月末現在）

わたしたちの

貯　　　　金　　

貸 　 出 　 金　　　　　

共 済 保 有 高　　　

購買品供給高　

販売品販売高　　

出 　 資 　 金　　　

組 合 員 数　正　　

　　　　　　　准　　　　

　　　　　　　計　　　　

職 　 員 　 数　　　　　　　　　

　　　　　 （うち正職員　　228人）

1,928.3億円

　　757.6億円

5,774.5億円

8.8億円

10.5億円

　38.0億円

　4,912人

　14,493人

19,405人

297人

◎付議事項
第１号議案
　平成30年度上半期末監事監査「改善を要する事項」に対する
　処理てん末書について
第２号議案
　組織規程の一部改正について
第３号議案
　ＪＡ粕屋 中期３ヵ年計画書について
第4号議案
　組合員の除外申請について
第５号議案
　販売事業規程の全部改正について
第６号議案
　平成31年度 ＪＡ粕屋ライス戦略について　

10件　　以上の件審議されました。
◎報告事項

第９回　理 事 会 平成30年12月26日

理 事 会 か ら

有限会社 今泉交通 マイフラワー

【特集】

青色申告青色申告
農業従事者のための

収入保険制度が平成31年1月からスタート
農水省は農業経営の新たな安全網として、平成31年1月からスタートします。
収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自然災害による収量減少だけでなく、価格低下なども含めた収入減少を補てんす
る仕組みです。

　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、平成31年３月15日までに最寄りの税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必
要があります。この申請を行えば、平成31年分の所得から、青色申告を行うことができます。

加入
・
支払
時期

【加入申請】
　原則として、収入算定期間（1～12月）の開始前までに、加入申請を行い保険料・積立金を納付。
【補てん金の支払い】
　収入算定期間終了後の税申告後に補てん金を支払い。（翌年３～６月）

対象
収入

　自ら生産した農産物の販売収入全体を対象。（所得ではない）
　加工品は販売収入に含めない。（但し、精米・梅干し等は含める。又、自ら生産した農産物を加工する場合
は、加工用原料として販売代金に含める）

対象
要因

　自然災害に加え価格低下など農業者の経営努力では避けられない収入減少を補償の対象。（但し、作り捨て
や意図的な安売り等は対象外）

補償
内容

【基準収入】
　農業者毎の過去５年間の平均収入とすることを基本とする。
【補償限度額及び支払率】
　当年収入が基準収入の９割水準を下回った場合に補てん金を支払い。（５年以上青色申告実績がある場合の保障
　限度額）
　補償限度額を下回った額の９割の補てん金を支払い。
【補てん方式】
　「掛け捨ての保険方式」と「積立方式」の組合せを基本とする。積立方式は選択可能。
【保険料・積立金】
　保険料・積立金は、経営全体共通で設定。
　保険料は危険段階別に設定。保険料は50％・積立金は75％を国庫補助。

対象
者等

【対象者】
青色申告を行っている農業者（個人・法人）が対象です。
※5年以上の青色申告実績がある農業者が基本ですが、青色申告（簡易な方式を含む）の実績が加入申請時に1
年分あれば加入できます。
【収入の把握方法】
農業者が自己申告により、農産物の販売金額等を記載した加入申請書等とともに、青色申告等の税務関係書類
を提出。

収入保険制度が平成31年からはじまります。対象者は、青色申告を行っている農業者です。

Ｊ
Ａ
粕
屋
で
は
青
色
申
告
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
!!

●
青
色
申
告
会
と
は
？

　
所
得
税
は
、納
税
者
の
方
が
ご
自
身
で
自

ら
の
所
得
を
計
算
し
、申
告
と
納
税
を
す
る

と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、納
税
者
の
方
が
ご
自
身
で
正

確
に
所
得
を
計
算
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
は
、毎
日
の
取
引
を
正
し
く
記

帳
し
、そ
の
記
帳
に
基
づ
い
て
正
し
い
申
告

を
す
る
人
に
税
金
の
面
で
特
別
に
有
利
な
取

扱
い
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

●
誰
で
も
利
用
で
き
る
も
の
で
す
か
？

　
事
業
所
得
者
及
び
不
動
産
所
得
者
が
利
用

で
き
ま
す
。

　
事
業
所
得
者

　
　
小
売
業
、卸
売
業
、製
造
業
、加
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、建
設
業
、農
業
、漁
業
、医
療

保
険
業
な
ど
の
事
業
に
よ
る
所
得
が
あ
る

人
　
※
青
色
申
告
会
で
は
農
業
所
得
が
あ
る
方

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
不
動
産
所
得
者

　
　
家
屋
、土
地
、ア
パ
ー
ト
、店
舗
、駐
車
場

な
ど
の
賃
貸
に
よ
る
所
得
が
あ
る
人

　
※
た
だ
し
、不
動
産
の
み
の
方
は
当
Ｊ
Ａ
青

色
申
告
会
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

●
青
色
申
告
を
す
る
に
は
？

○
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書

○
青
色
事
業
専
従
者
給
与
に
関
す
る
届
出

書
・
変
更
届
出
書

○
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
の
承
認
に

関
す
る
申
請
書
兼
納
期
の
特
例
適
用
者

に
係
る
納
期
限
の
特
例
に
関
す
る
届
出

書

　
　
　
　
　
　
　
←

　必
要
事
項
を
記
入
し
て
税
務
署
へ
提
出

青
色
申
告
会
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

加入条件や補償内容など詳しいことは、
最寄りの農業共済（NOSAI）に
お問い合わせください。

NOSAI福岡　筑前福岡支所
092-624-2211
syunyu_fukuoka@nosai-fukuoka.or.jp

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

地
道
な
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
も
き
っ
ち
り
こ
な
せ
る
月
。持
ち
前
の
忍
耐
力
を
発
揮
で
き
そ
う
。気
分
転
換
に
は
静
か
な
音
楽
を
　【
健
康
運
】 
徐
々
に
回
復
。ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
向
く
は
ず
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

シ
ラ
ウ
オ

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
行
動
が
ス
パ
イ
ス
に
な
っ
て
、日
々
の
生
活
が
活
気
づ
く
予
感
。新
し
い
趣
味
を
持
つ
の
も
良
い
刺
激
に
　【
健
康
運
】 

小
さ
な
け
が
に
気
を
付
け
て
。慎
重
さ
が
大
事
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

ワ
ラ
ビ13
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代
表
理
事
組
合
長

　
　北
﨑

　久
治

代
表
理
事
専
務

　
　
　三
角

　裕
司

常
務
理
事

常
務
理
事

常
勤
監
事

　
　
　
　
　城
戸
太
一
郎

理

　
　事

　
　
　
　
　阿
部

　好
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　世
利

　
　章

　
　
　
　
　
　
　
　
　藤

　
　秀
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
河
内

　豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　森
尾

　俊
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　益
田

　裕
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
松

　正
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　黒
瀬

　富
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　因

　
　政
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　今
泉

　正
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　藤

　
　勝
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　阿
部

　
　斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　落
石

　好
紀  

　
　
　
　
　
　
　
　
　井
上

　文
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
野

　健
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　水
上

　哲
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
里

　
　優

　
　
　
　
　
　
　
　
　阿
部

　澄
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　冨
永
由
美
子

監

　
　事

　
　
　
　
　合
屋

　勝
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　王
丸

　洋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　船
越

　新
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　関

　
　弘
義

常勤監事
城戸太一郎

代表理事専務
三角　裕司

代表理事組合長
北﨑　久治

常務理事
村山　文一

常務理事
大井　利光

　（
金
融
共
済
担
当
）
　

　（
営
農
経
済
担
当
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　村
山

　文
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
井

　利
光

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
粕
屋

の
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役

職
員
を
代
表
し
ま
し
て
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輸

入
農
畜
産
物
の
増
加
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足

等
に
よ
り
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
な

ど
、
今
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
米
国
を
除
く
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
）

の
発
効
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と

の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の

発
効
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
農
畜
産
物
の
関
税
問
題
、
米
国

と
の
新
た
な
日
米
物
品
貿
易
協
定

（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
な
ど
、
国
際
貿

易
交
渉
の
動
向
等
に
よ
っ
て
は
国

内
農
業
へ
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
14

日
第
42
回
Ｊ
Ａ
福
岡
県
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
３
ヵ
年

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
で
の

取
組
実
績
と
組
合
員
か
ら
の
評

価
、
そ
し
て
今
後
の
更
な
る
取
り

組
み
が
問
わ
れ
る
期
間
と
な
る
た

め
、
平
成
27
年
開
催
の
第
41
回
Ｊ

Ａ
福
岡
県
大
会
の
枠
組
み
を
引
継

ぐ
と
と
も
に
、
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

並
び
に
農
業
生
産
構
造
の
急
速
な

変
化
や
地
域
社
会
・
Ｊ
Ａ
経
営
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
等
を
踏
ま
え
、

基
本
目
標
へ
の
更
な
る
取
り
組
み

を
重
点
実
施
分
野
と
し
て
設
定
致

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
己
改
革
の“

見
え
る

化”

に
向
け
、
対
話
活
動
を
展
開

す
る
な
ど
自
己
改
革
の
周
知
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
福
岡
の
中
期
方
針
と
し
て
決
議

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
「
福
岡
県
大
会

決
議
事
項
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、

協
同
の
力
で
、
不
断
の
改
革
推
進

に
努
め
、
経
済
情
勢
・
経
営
環
境

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
環
境

変
化
に
適
応
し
た
事
業
・
経
営
戦

略
を
構
築
し
、
迅
速
に
経
営
改
善

を
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
役
職
員
の
自
己

改
革
へ
の
意
識
向
上
と
各
事
業
部

門
の
連
携
強
化
に
向
け
、
昨
年
、

本
所
別
館
に
あ
り
ま
し
た
営
農
経

済
部
を
本
館
へ
移
転
し
ま
し
て
、

営
農
経
済
、
金
融
共
済
、
企
画
総

務
の
一
体
化
を
図
る
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
生
産
拡
大
及
び

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
ま
し
た

機
械
利
用
組
合
、
農
業
生
産
法
人

の
設
立
支
援
や
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
単
独

の
農
業
機
械
、
園
芸
施
設
・
園
芸

機
械
導
入
事
業
の
拡
充
を
は
じ

め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
に
よ
り
ま
す
、

認
定
農
業
者
・
担
い
手
を
中
心
と

し
た
訪
問
活
動
の
強
化
等
の
更
な

る
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ

粕
屋
は
、
本
年
も
役
職
員
一
丸
と

な
り
ま
し
て
、
総
合
事
業
活
動
を

通
じ
、
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う

社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
を
認

識
し
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
粕
屋
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
組
合
員
を
は
じ
め

と
し
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合

員
、
地
域
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
　
元
旦

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

●
１

は
え
答
の
号
月

10

に
方
の
名

31
年
１
月
末
日

①②③⑤⑥⑧⑫⑭⑯⑰⑲

雪
を
積
み
上
げ
、中
を
掘
っ
て
作
る
雪
室

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
と
き
囲
み
ま
す

劇
場
の
舞
台
や
花
道
の
地
下
に
あ
り
ま
す

1
日
に
1
枚
ず
つ
剥
が
す
カ
レ
ン
ダ
ー

起
立
！
　

ー
！
　
着
席
！

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、彼
氏
や
夫
へ
で
は
な
く
知
人
や

上
司
へ
、感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
り
ま
す

足
利
尊
氏
が
開
い
た

ー
幕
府

片
時
も
そ
ば
を
離
れ
ま
せ
ん

漢
字
で
書
く
と
浮
塵
子
。稲
の
害
虫
で
す

地
面
に
つ
ち
な
ど
で
打
ち
込
み
ま
す

カ
ク
テ
ル
の
ベ
ー
ス
に
使
う
蒸
留
酒
の
一
つ

コ
マ
マ
ワ
シ

ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ

①④⑦⑨⑩⑪⑬⑮⑰⑱⑳

佐
々
木
小
次
郎
は
と
て
も
長
い
物
を
使
っ
て
い
た
と
か

う
わ
さ
が
広
が
る
際
に
つ
く
こ
と
も

鉄
道
の
レ
ー
ル
の
下
に
並
べ
ま
す

人
数
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を
カ
チ
ッ
と
押
す
こ
と

子
羊
の
肉
の
こ
と

3
.
1
4
1
5
9
…
…
と
続
く
円
周
│
│

道
端
の
こ
と
。
ー
駐
車

寝
不
足
で
目
の
下
に
で
き
る
人
も
い
ま
す

小
説
家
・
尾
崎
紅
葉
の
代
表
作『

ー
夜
叉
』

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
に
よ
く
似
合
う
赤
い
果
実

マ
ン
シ
ョ
ン
の

ー
人
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

出
掛
け
た

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

幸
運
期
。未
体
験
ジ
ャ
ン
ル
に
飛
び
込
む
と
、グ
ン
と
視
野
を
広
げ
ら
れ
ま
す
。注
目
度
が
増
す
の
で
、自
己
ア
ピ
ー
ル
も
大
成
功
　【
健
康
運
】 

行
動
的
に
な
れ
そ
う
。体
調
に
良
い
影
響
あ
り
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

ユ
リ
根14

水瓶座
1/20

2/18

3

2

かすや葬祭は、どなた様でもご利用できます。
※篠栗町天空会館のご利用もできます。

株式会社かすやでは、万一に備え事前相談「生前お見積り」
をお薦めしております。お気軽にご相談下さい。

株式会社 かすや葬祭部 ☎ 938－2868
フリーダイヤル  　  0120－ 7987 10
ホームページアドレス  http://www.kasuya-co.jp

須恵町

粕屋町

古賀市

久山町

久山町

粕屋町

篠栗町

粕屋町

古賀市

須恵町

新宮町

宇美町

新　原

長者原東

小　竹

久　原

久　原

長者原東

篠　栗

戸原西

筵　内

須　恵

三　代

障子岳南

橋本テル子

矢野　文良

常岡　洋子

矢山タミエ

實淵眞津子

藤川八重子

畦津　節子

原園　英美

中尾　憲二

田中　節子

中野　利昭

橋本　広幸

橋本　幸男

矢野フサ子

常岡　英知

矢山　信義

實淵　　隆

藤川　　實

畦津　鹿幸

原園　拓也

安武　　紳

田中　　稔

中野シカ子

橋本　鈴代

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

　 住　所　 　　　　喪　主　　　　　　故　人

粕屋町

久山町

粕屋町

古賀市

久山町

久山町

粕屋町

古賀市

久山町

粕屋町

須恵町

甲仲原

久　原

上大隈

青　柳

久　原

久　原

仲　原

筵　内

久　原

酒　殿

新　原

小　　幸子

坂本あき代

瀧本　明登

青栁　治幸

久芳　邦子

今林　武美

松井　一夫

久保田義則

今任哲次郎

安河内正幸

常住　昭彦

小　　嘉信

坂本　隆次

瀧本　　明

青栁　良治

久芳　敬三

今林　和子

松井ハルヱ

久保田勝義

今任　好子

安河内ミツヱ

新宮千惠子

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

　 住　所　 　　　　喪　主　　　　　　故　人

ある日、人は帰る。
株式会社かすや葬祭部

慎んでお悔やみ申し上げます。
平成30年12月1日～12月31日



謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
粕
屋

の
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役

職
員
を
代
表
し
ま
し
て
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
輸

入
農
畜
産
物
の
増
加
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足

等
に
よ
り
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
な

ど
、
今
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
米
国
を
除
く
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
）
の
発
効
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
の
発
効
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
農
畜
産
物
の
関
税
問

題
、
米
国
と
の
新
た
な
日
米
物
品

貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
な

ど
、
国
際
貿
易
交
渉
の
動
向
等
に

よ
っ
て
は
国
内
農
業
へ
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
14

日
第
42
回
Ｊ
Ａ
福
岡
県
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
３
ヵ
年

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
で
の

取
組
実
績
と
組
合
員
か
ら
の
評

価
、
そ
し
て
今
後
の
更
な
る
取
り

組
み
が
問
わ
れ
る
期
間
と
な
る
た

め
、
平
成
27
年
開
催
の
第
41
回
Ｊ

Ａ
福
岡
県
大
会
の
枠
組
み
を
引
継

ぐ
と
と
も
に
、
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

並
び
に
農
業
生
産
構
造
の
急
速
な

変
化
や
地
域
社
会
・
Ｊ
Ａ
経
営
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
等
を
踏
ま
え
、

基
本
目
標
へ
の
更
な
る
取
り
組
み

を
重
点
実
施
分
野
と
し
て
設
定
致

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
己
改
革
の
“
見
え
る

化
”に
向
け
、
対
話
活
動
を
展
開
す

る
な
ど
自
己
改
革
の
周
知
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

福
岡
の
中
期
方
針
と
し
て
決
議
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
「
福
岡
県
大
会

決
議
事
項
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、

協
同
の
力
で
、
不
断
の
改
革
推
進

に
努
め
、
経
済
情
勢
・
経
営
環
境

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
環
境

変
化
に
適
応
し
た
事
業
・
経
営
戦

略
を
構
築
し
、
迅
速
に
経
営
改
善

を
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
役
職
員
の
自
己

改
革
へ
の
意
識
向
上
と
各
事
業
部

門
の
連
携
強
化
に
向
け
、
昨
年
、

本
所
別
館
に
あ
り
ま
し
た
営
農
経

済
部
を
本
館
へ
移
転
し
ま
し
て
、

営
農
経
済
、
金
融
共
済
、
企
画
総

務
の
一
体
化
を
図
る
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
生
産
拡
大
及
び

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
ま
し
た

機
械
利
用
組
合
、
農
業
生
産
法
人

の
設
立
支
援
や
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
単
独

の
農
業
機
械
、
園
芸
施
設
・
園
芸

機
械
導
入
事
業
の
拡
充
を
は
じ

め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
に
よ
り
ま
す
、

認
定
農
業
者
・
担
い
手
を
中
心
と

し
た
訪
問
活
動
の
強
化
等
の
更
な

る
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ

粕
屋
は
、
本
年
も
役
職
員
一
丸
と

な
り
ま
し
て
、
総
合
事
業
活
動
を

通
じ
、
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う

社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
を
認

識
し
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
粕
屋
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
組
合
員
を
は
じ
め

と
し
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合

員
、
地
域
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
　
元
旦

月のイベント古賀市・糟屋郡

※上記イベントは、諸事情により変更または中止となることもありますので、あらかじめご了承下さいますようお願いいたします。

第50回古賀市親子読書のつどい
10：00～12：00　
リーパスプラザこが交流館多目的ホール
申込不要

  9日（土）
古賀市 https://www.city.koga.fukuoka.jp/

22日（金）桂七福さん人権講演会
開場：18：00　開演：18：30　
そぴあしんぐう大ホール

新宮町 https://www.town.shingu.fukuoka.jp/

  2月上旬～下旬
  1日（金）
  5日（火）～8日（金）

15日（金）
16日（土）
毎月第3土曜日

　　　各地区で農家集会
資産運用部会税務研修会  14：00～  本所
　　　　　資産運用部会税務申告相談会
5日（火）：午前 青柳支所　午後 新宮支所
6日（水）：午前 久原支所　午後 勢門支所
7日（木）：午前 大川支所　午後 仲原支所
8日（金）：午前 宇美支所　午後 須恵支所
年金無料相談会　宇美支所・須恵支所
年金無料相談会　立花支所・古賀支所
　
・ローン相談会開催  9：00～12：00  各支所
・野菜栽培講習会開催  9：00～  本所・各プラザ

ＪＡ粕屋 http://www.ja-kasuya.or.jp/

宇美町 https://www.town.umi.lg.jp/

  3日（日）図書館名画上映会「ブタがいた教室」
開場：14：00　上映：14：10　
うみ・みらい館多目的ホール
鑑賞無料・申込不要　

  2日（土）

  9日（土）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

新春志免町炭鉱かるた大会　9：30～
シーメイトホール
健康づくり地域交流フェスタ　9：00～13：00
志免町民体育館　※要申込
文化講演会　13：00～
志免町民センター視聴覚室　※要申込
子ども会親善レクリエーション
開会8：45  開始9：00
志免町民体育館  子ども会育成会連絡協議会主催
志免町武道大会
志免町民体育館・志免町東地区社会体育館
体育協会主催

志免町 https://www.town.shime.lg.jp/

17日（日）

24日（日）

第34回綱引き大会　9：00～
須恵中学校体育館
後期芸文祭  10：00～  アザレアホール須恵

須恵町 https://www.town.sue.fukuoka.jp/

  2日（土）久山歴史クラブ作品展示会　14：00～
レスポアール久山１階ロビー展示室

久山町 http://www.town.hisayama.fukuoka.jp/

17日（日）劇団風の子中部公演  「なんかよーかい」 
14：00～15：00  クリエイト篠栗２階大会議室
入場無料　要整理券　　

篠栗町 http://www.town.sasaguri.fukuoka.jp/

2
粕屋町 http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/

  1日（金）～8日（金）

  5日（火）～14日（木）

　　　　　生命のメッセージ展　　
　　　　　8：30～17：00
　　　　　粕屋町役場１階町民ホール
　　　　　※土・日・祝日を除く
　　　　　ＳＤＤ全国こども飲酒運転根絶書道展
　　　　　8：30～17：00
　　　　　粕屋町役場１階町民ホール
　　　　　※土・日・祝日を除く

2

勢
運
の
月

【
全
体
運
】 

い
ろ
い
ろ
考
え
過
ぎ
て
し
ま
う
も
よ
う
。鏡
の
前
で
笑
顔
を
作
り
、気
分
を
上
向
か
せ
ま
し
ょ
う
。リ
ラ
ッ
ク
ス
に
は
足
湯
が
ベ
ス
ト
　【
健
康
運
】 

評
判
の
健
康
食
材
を
試
す
好
機
。手
応
え
十
分
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 

イ
イ
ダ
コ

魚　座
2/19

3/20

15 2

新しい料理教室でこけら落とし
　ＪＡ粕屋女性部は、完成した新しい本所料理教室で11月22日、こけら落としとして「南部
料理教室」を開きました。
　ＪＡ本所は、今年の５月連休明けに、本所機能の充
実を目的として別館にあった営農経済部を本館に移転
し、その施設の一部を料理教室として改装。22日から
稼働を始めたもの。
　料理教室では、高田満貴子氏を講師に招き、秋の炊
き込みご飯や簡単きのこハンバーグ作りなどを楽しみ
ました。
　参加した須恵支所の御手洗支所部長は「清潔感にあ
ふれ、広々としていて使い易い料理教室が出来た。大
切に使っていきたい」と話していました。 調理指導を行う高田氏（白い割烹着の方）
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農業従事者のための青色申告

新年のごあいさつ

みんなのひろば
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…………………………… 6～7
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……………………………………… 9
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　…理事会から・わたしたちのJA・ごめんくださぁーい 13
………………クロスワード・ある日、人は帰る 14

キラリ☆女性部・古賀市・糟屋郡のイベント …15

～入賞おめでとうございます～～入賞おめでとうございます～
平成30年度　福岡県ＪＡ夏休み作品　「図画・書写」コンクール入賞

　ＪＡグループ福岡（中央会・信連・農協）主催による平成30年度福岡県ＪＡ夏休み作品「図画・書写」コン
クールに県下496校から図画5,859点、1,064校から書写140,205点の応募がありました。
　当ＪＡ管内の小・中学校から図画の部で5人、書写の部で5人の方が入賞されましたので紹介いたします。
　このコンクールは、次の世代を担う小・中学生のみなさんに、ごはんを中心とした食生活や稲作、ひいては
食料・農業・農村に対する関心や理解をより一層深めてもらうことを目的に実施しています。

●
中
央
会
会
長
賞 

図
画
の
部

書
写
の
部

宇
美
町
立
原
田
小
学
校

３
年
生
　
永
安
　
小
哲
さ
ん

志免町立志免西小学校
６年生
石原　侑良 さん

新宮町立新宮北小学校
６年生
増木　理心 さん

須恵町立須恵第三小学校
６年生
入江　璃玖十 さん

須恵町立須恵第二小学校
５年生
加藤　大貴 さん

福岡県立福岡特別支援学校
４年生
廣田　琉花 さん

●
優
秀
賞

志免町立志免中央小学校
６年生　伊藤　陽希 さん

●
優
秀
賞

●
佳
作

粕屋町立粕屋中央小学校
３年生　樋口　実亜 さん

粕屋町立仲原小学校
５年生　内山　美妃菜 さん

古賀市立舞の里小学校
４年生　金子　芽衣さん

成
平
／
日
行
発

31
年
1
月
17
日　

９
２
２
１
隈
大
字
大
町
屋
粕
郡
屋
糟
県
岡
福
／
所
行
発

　

合
組
同
協
業
農
屋
粕

　

課

画
企
部
理
管
画
企

理
管

２
９
０
☎

－

８
３
９

－

１
１
５
２

JA粕屋
みなさまと Ｊ Ａの 「絆」広報誌

「やっぱりＪＡ粕屋でよかった!!」

かすやぷらす

http://www.ja-kasuya.or. jp/検 索検 索粕屋 りびよ http://www.ja-kasuya.or. jp/検 索検 索粕屋 りびよ
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謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。旧
年
中
は
広
報
誌
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。本
年
も
皆
さ
ま
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
づ
く
り
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
、

ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
を
表
す
漢
字
に
は「
災
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
災
」に
選
ば
れ
た
一
番
の
理
由
と

い
う
の
が
、北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、

大
阪
府
北
部
地
震
、島
根
県
西
部
地

震
、西
日
本
豪
雨
、台
風
21
号
、24
号

の
直
撃
、記
録
的
猛
暑
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。自
然「
災
」害
の
脅
威
を

痛
感
し
た
一
年
で
、「
災
」害
の
経
験
か

ら
全
国
的
に
防「
災
」意
識
が
高
ま

り
、多
く
の
人
が
自
助
共
助
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
年
で
し
た
。そ
の

ほ
か
、仮
想
通
貨
流
出
、ス
ポ
ー
ツ
界

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
、財
務
省
決
裁

文
書
改
ざ
ん
、大
学
不
正
入
試
問
題

な
ど
の
事
件
が
発
覚
し
、多
く
の
人

が
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
人「
災
」や

「
災
」い
と
捉
え
た
よ
う
で
す
。ち
な

み
に
、平
成
30
年
を
表
す
漢
字
の
２

位
は「
平
」、３
位
は「
終
」、４
位
は

「
風
」、５
位
は「
変
」で
し
た
。

　
年
の
瀬
に
は「
平
成
最
後
の
〜
」と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
の
退
位
が
平
成
31
年
４
月

30
日
と
決
ま
り
、皇
太
子
さ
ま
が
翌

５
月
１
日
に
新
天
皇
に
即
位
さ
れ
、

新
元
号
と
な
り
ま
す
が
、「
明
治
」、

「
大
正
」、「
昭
和
」、「
平
成
」の
次
は
ど

の
よ
う
な
元
号
に
な
る
の
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、本
年
が
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、更
な
る
飛
躍
の
年
と
な

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。（
辰
）

組
合
員
資
格
の
ご
確
認
と
異
動
手
続
き
の
お
願
い
に
つ
い
て

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
「
住
所
・
氏
名
等
に
変
更
、
ま
た
は
組
合
員
資
格
に
変
更
」
が
あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
所
に
御
相
談

の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
公
的
書
類
と
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

編
集
後
記

February

2

●優秀賞 ●特別賞 ※視線入力装置を
　使って書きました。

「
お
は
よ
う
！
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

●
県
教
育
委
員
会
賞

「
食
べ
て
午
後
も
が
ん
ば
る
ぞ
！
」


